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時
代
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キ
リ
ス
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教
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ア
ラ
ブ
枇
曾

|
|

タ
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の

事

例

を

中

心

と

し

て

|

|

太

田

敬

子

は

め

に

I

タ
グ
リ
プ
族
の
歴
史
と
勢
力
範
園

ω
タ
グ
リ
プ
族
の
歴
史

ω
タ
グ
リ
プ
族
の
勢
力
艶
化
と
移
動

E

ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
タ
グ
リ
プ
族
の
欣
況

ω
タ
グ
リ
プ
族
へ
の
課
税

ω
タ
グ
リ
プ
族
の
キ
リ
ス
ト
教
曾

ま
と
め
と
し
て

じ

-144-

t主

じ

め

fこ

①
主
題
と
目
的

本
稿
の
目
的
は
イ
ス
ラ

l
ム
支
配
下
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
状
況
と
そ
の
動
向
を
跡
づ
け
る
事
で
あ
る
。
イ
ス
ラ

l
ム
の
数
義

に
お
け
る
ア
ラ
ブ
即
ち
ム
ス
リ
ム
と
い
う
原
則
に
影
響
さ
れ
て
、
イ
ス
ラ

l
ム
史
上
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
存
在
に
つ
い
て
は
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
地
域
差
こ
そ
あ
れ
彼
ら
の
勢
力
は
か
な
り
後
ま
で
残
存
し
、
祉
曾
的
に
も
政
治
的
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て



い
た
。
特
に
初
期
イ
ス
ラ

l
ム
の
数
世
紀
聞
に
お
い
て
は
、
彼
ら
へ
の
劉
慮
は
ム
ス
リ
ム
政
権
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
有
力
部
族
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
タ
グ
リ
ブ
族
で
あ
る
。

タ
グ
リ
ブ
族
は
ラ
ビ

l
ア

諸
族
内
の
代
表
と
し
て
そ
の
人
口
の
多
さ
や
分
布
地
域
及
び
勢
力
の
大
き
さ
で
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ス
ラ

l
ム
領
域
内
に
留
ま

っ

た
キ
リ
ス
ト
教
徒
部
族
の
中
心
的
存
在
と
し
て
政
府
と
の
猫
自
の
闘
係
、

さ
ら
に
イ
ス
ラ

l
ム
法
上
の
特
殊
な
地
位
を
有
し
て
い
た
。
本
稿
で

範
囲
の
襲
濯
を
辿
る
と
共
に
、

は
前
イ
ス
ラ

l
ム
時
代
か
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
大
征
服
期
か
ら
ア
ッ
バ

l
ス
朝
時
代
ま
で
の
彼
ら
の
歴
史
を
再
現
し
、
そ
の
勢
力
と
活
動

ム
ス
リ
ム
の
支
配
下
に
お
い
て
彼
ら
の
置
か
れ
て
い
た
朕
況
及
び
ム
ス
リ
ム
祉
舎
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
た
い
。

②
タ
グ
リ
ブ
族
の
起
源
と
居
住
地

タ
グ
リ
ブ
族
は

H
，
a
E
F
σ
・
45wF-σ
・

反
乱
ロ
削
ロ
族
で
あ
り
、

O
S
F
円
ゲ
・
回
目
σ
r・
〉同咽
mwσ
・
ロ
尺
5日

σ・ト
『主同]同

σ・
〉
凶
包

σ・同州釦
V
M負担

σ・
宮
民
主
門
同

σ・

ハ
1
〉

兄
弟
関
係
に
あ
る
バ
ク
ル
族
と
共
に
ラ
ビ

l
ア
系
の
最
重
要
部
族
と
さ
れ
て
い
る
。
初
期
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
に
は
既
に

同
部
族
は
「
ジ
ヤ
ジ

1
ラ
の
ア
ラ
ブ
部
族
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
限
ら
ず
ア
ラ
ビ
ア
牢
島
東
北
部
か
ら
テ
ィ
ハ

l

-145ー

ヤ
マ

1
7
か
ら
バ
ア
ラ
イ
ン
地
方
、

〈

2
〉

て
い
た
事
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
牛
島
に
お
け
る
同
族
の
本
援
地
は
ヤ
マ

1
7
と
バ
ア
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
本
接
地
を

マ
附
近
、

メ
ず
カ
近
郊
か
ら
ヤ
マ
ン
方
面
、

b
T
島
南
部
の
フ
ル
サ

l
ン
島
に
も
彼
ら
は
居
住
領
域
を
有
し

イ
ラ
ク
方
面
に
移
し
た
の
は
、

キ
ン
ダ
族
の
興
隆
や
バ
ク
ル
族
と
の
抗
争
を
通
じ
て
北

ヒ
l
ラ
近
郊
か
ら
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
流
域
へ
と
移
動
し
、
最
終
的
に
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
を
本
接
地
と
震
し
た
と
言
わ
れ
、
彼
ら
の
進
出
が
デ
ィ

五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
牢
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
、

上
し

ヤ
ー
ル
・
ラ
ビ

l
ア
の
名
の
起
源
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
。

〈

3
)

③
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ

145 

前
イ
ス
ラ

l
ム
時
代
に
お
け
る
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
地
方
は
東
方
キ
リ
ス
ト
教
諸
涯
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
諸
涯
の
進
出
は
ネ
ス

ト
リ
ウ
ス
涯
に
始
ま
り
、
車
性
論
涯
が
そ
れ
に
績
き
、
北
部
を
中
心
に
次
第
に
後
者
が
有
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。
六
世
紀
半
の
〉
官
舎
即
日
目
各
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(
タ
グ
リ
l
ト
の
主
教
)
時
代
に
同
地
方
の
ア
ラ
ブ
に
軍
性
論
が
贋
、
が
っ
た
頃
か
ら
、

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
涯
は
南
方
に
本
擦
を
移
し
て
い
司
た
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
は
ヒ

l
ラ
の
ラ
フ
ム
朝
と
は
異
な
り
、
大
方
が
皐
性
論
涯
を
信
奉
す
る
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

(

4

)

 

て
い
る
。

三
/
九
世
紀
の
ム
ス
リ
ム
の
地
理
書
及
び
歴
史
書
等
に
お
い
て
、

ア
ラ
ブ
の
分
布
領
妓
の
中
で
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
は
特
殊
な
位
置
づ
け
を
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
地
方
は
ラ
ビ
l
ア
族
と
ム
ダ
ル
族
の
遊
牧
民
の
居
住
・
放
牧
領
域
で
は
あ
っ
た
が

「
ア
ラ
ブ
領
域
」
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な

(

5

)

 

キ
リ
ス
ト
教
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ぃ
。
東
ロ

l
マ
と
ベ
ル
シ
ア
が
支
配
し
、

ア
ラ
ブ
も
含
め
て
住
民
は
雨
園
の
庇
護
の
下
に
暮
ら
し
、

衣
第
に
タ
グ
リ
ブ
族
は
優
位
を
獲
得
し
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
と
し
て
は
タ
グ
リ
ブ
・
ナ

ミ
ル

・
イ
ヤ

l
ド
・
メ
-A
巳削

3
・
タ
ヌ

l
フ
族
等
が
史
料
に
登
場
す
る
。

そ
の
中
で

(

6

)

 

七
世
紀
ま
で
に
は
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
を
代
表
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ス
ラ

l
ム
時
代
に
な
る
と
、

ム
ス
リ
ム
軍
の
攻
盤
や
改
宗
及
び
移
住
等
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
人
口
は
減
少
し
、
新
来
の
ム

-146ー

ス
リ
ム
ア
ラ
ブ
部
族
が
次
第
に
有
力
に
な
っ
て
い
く
。
シ
リ
ア
に
お
け
る
よ
う
に
大
規
模
な
移
住
も
見
ら
れ
、
特
に
イ
ヤ

l
ド
族
の
大
方
は
東

(

7

)

 

ロ
!
?
領
域
へ
移
住
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ

l
ム
以
降
の
数
世
紀
聞
に
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
ア
ラ
ブ
祉
舎
は
大
き
な
愛
化
を
遂
げ
た

(

8

)

 

が
、
そ
の
中
で
タ
グ
リ
ブ
族
は
固
有
の
勢
力
を
か
な
り
の
期
間
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
史
料
と
参
考
文
献

イ
ス
ラ

l
ム
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
研
究
は
殆
ど
無
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
ジ
ア
シ

l
ラ
キ
リ
ス
ト
教
徒
全
世

〈

9
)

に
闘
し
で
も
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
現
肢
に
あ
る
。
従
っ
て
以
下
で
は
本
稿
に
利
用
し
た
主
な
史
料
を
提
示
す
る
に
留
ま
る
。

様
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F
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N
O
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S
N
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'N
g
h
H
1
3
8
b
匂
弓
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除
む
と
‘hHHN5・明，
E
ロ
r
p
P
E
g
-
以
下

O
E問
自
由
と
略
。

何ハケ白山ミ削押

(
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N
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ω
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M
Z
b
i
E
h
p
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q
a
~
y
h
n
F
Qい可
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v
b
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Y
o
F
M
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5
8
2♂
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略
。

品
育
問
「
国

Z
F
σ
・
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(ロ〉

HN-zgH】

m
y

の
ω(VO
ω
ω
ω
何
回
作

ωλ
・品
川w・
ωω
・
2
・
NHωw
戸。己〈同
E
・
5
N戸
出
品
。
・

5
8・
5
∞。・

以
下
旬

ω
と
略
。

土
百
円
『
白色

丹「巾

ω背
広
口

(仏
-
H
E
3・
。
守
g
h
q
H
h
n
m
L
・
除
可

-H・
切
・
の

E
σ
0
7
品
〈
o-了
間
)
白
H
5
・
E
8・

後
四
国
円
回
目
σ
E
2国
(
仏
・
巴
∞
∞

)w
同
】
志
向
マ
3
0旬
、
与
と

-
E-hw
可
・
岡
山
〉
・
宍
∞

E
m叩・

N
S
-
f
〉
自
己

R
E
g
w
邑吋。・

以
下
云
と
略
。

以
下
切
固
と
略
。

I 

タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史
と
勢
力
範
囲

)
 

唱
E
A(
 
タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史

①
前
イ
ス
ラ
1

ム
時
代

史
料
上
で
彼
ら
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
サ
サ
ン
朝
の
シ
ャ

ー
プ
l
ル
2
世
時
代

G
S
|句
。
)
で
あ
る
。
彼
は
ヤ
マ

l
マ
と
パ
ア
ラ
イ
ン

し
か
し
こ
の
移
住
政
策
の
後
も
タ
グ
リ
ブ
族
が
ヤ
マ

l
マ
に
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

そ
し
て
キ
ン

ダ
王

-148ー

地
方
に

い
た
タ
グ
リ
ブ

・
パ
ク
ル

・
タ
ミ

l
ム
族
館
ザ
を
攻
撃
し、

〈

m)

せ
た
と
い
う
。

そ
の
一
部
を
ア
フ
ワ

l
ズ
か
ら
フ
ァ
ー
ル
ス

・
キ
ル
マ

l
ン
方
面
に
移
動
さ

導
権
争
い
と
い
わ
れ
る
雨
者
の
戦
い
は
、

バ
ク
ル
族
(
シ
ャ
イ
パ
l

ン
族
〉
と
タ
グ
リ
ブ
族
の
有
名
な
争
い
が
始
ま
る
。

(

孔

〉

結
局
ヤ
マ

l
マ
地
方
の
支
配
植
を
巡
る
抗
争
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
闘
は
タ
ク
リ
ブ
族
の

(
辺
〉

阿
ハ
己
主
σ
と
シ
ャ

イ
バ

l
ン
族
の

T
g
曲
目
の
封
立
に
始
ま
り
、
約
四

0
年
開
結
い
た
と
い
う
。
結
局
五
二
五
年
頃
ヒ

l
ラ
王
ム
ン
ジ
ル

3
世

(
日
)

(g・
8
ω
l
t
)
の
下
で
和
卒
が
結
ば
れ
て
終
結
し
た
。
こ
れ
ら
戦
闘
を
通
し
て

タ
グ
リ
ブ
族
は
ヤ
マ

l
マ
に
お
け
る
主
導
権
を
シ
ャ
イ
メ

l

フ
ジ
ュ
ル
の
時
代

(
2・
8
0l
h
∞
〉
後
に
、

血
縁
部
族
聞
の
主

ン
族
に
取

っ
て
襲
わ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
世
紀
末
頃
、

ラ
ビ

l
ア
族
が
ラ
フ

ム
朝
の
ム
ン
ジ
ル

2
世
を
ヒ

l
ラ
か
ら
追
放
し、

キ
ン
ダ
王
ハ

l
リ
ス
(
五
世
紀
末
か
ら
五
二
八
年
〉
の

下
に
向
か
っ

て
彼
を
パ
ク
ル
族
の
王
と
し
、
彼
と
一
緒
に
イ
ラ
ク
に
居
住
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
全
て
に
勝
利
し
た
と
い
う
事
が
記
録
さ
れ
て
い

(

U

)

 

る
。
そ
れ
以
降
タ
グ
リ
ブ
族
も
バ
ク
ル
族
も
ハ
!
リ
ス
の
傘
下
に
属
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
際
の
ラ
ビ

l
ア
族
中
に
は
雨
部
族
と
も
含
ま
れ
て



い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
彼
ら
が
ラ
フ
ム
朝
か
ら
キ
ン
ダ
王
に
盟
主
を
出
演
え
た
事
を
示
す
と
共
に
、
線
瞳
と
し
て
の
ラ
ビ

l
ア

族
の
影
響
力
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
バ
ク
ル
族
の
王
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
パ
ク
ル
族
が
ハ

l
リ
ス
の
下
に
留
ま
り
、
タ
グ
リ
ブ

族
は
新
た
に
ハ

l
リ
ス
が
征
服
し
た
イ
ラ
ク
方
面
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
五

O
二
l
三
年
に
は
ハ

l
プ
l
ル
川
岸

(

日

〉

の
タ
グ
リ
プ
族
が
ヒ
l
ラ
に
来
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
既
に
こ
の
頃
彼
ら
は
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
進
出
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
嘗
時
ま

だ
パ
ク
ル
族
と
の
ス
ル
フ
は
締
結
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
躍
南
者
の
勢
力
匿
分
が
出
衆
た
と
見
な
さ
れ
る
。

ム
ン
ジ
ル

3
世
の
仲
介
に
よ
る
南
部
族
の
講
和
締
結
以
降
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
活
動
の
中
心
は
サ
ワ

l
ド
中
心
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

キ

ン
ダ
王
ハ

l
リ
ス
は
晩
年
ア
ラ
ブ
部
族
の
支
配
権
を
息
子
達
に
分
割
し
、

(

日

目

)

な
っ
た
。

タ
グ
リ
プ
族
は

ω色
白
自
国
ゲ
・

同-'国間円山手

の
傘
下
に
属
す
る
事
に

ハ
l
リ
ス
漫
後
の
サ
ラ
マ
と

ω
E
E
Zュ
の
兄
弟
争
い
で
あ
る
穴
巳
与
の
戦
い
で
は
、

ナ
ミ
ル
族
や
タ
ミ

l
ム
族
の

ω白ぷ

σ・

冨
自
民
族
と
共
に
サ
ラ
マ
方
で
戦
い
、

マ
を
追
放
し
ラ
フ
ム
朝
に
接
近
す
る
。

シ
ュ
ラ
ア
ピ
ー
ル
と
パ
ク
ル
族
に
劃
し
て
勝
利
を
お
さ
め
た。

し
か
し
そ
の
後
タ
グ
リ
プ
族
は
サ
ラ

-149ー

ラ
フ
ム
朝
の
ム
ン
ジ
ル

3
世
は
キ
ン
ダ
王
ハ
l
リ
ス
の
後
見
で
ヒ
l
ラ
王
と
な
り
、

締
結
後
に
タ
グ
リ
プ
族
と
共
に
キ
ン
ダ
族
を
攻
撃
し
、
勝
利
を
お
さ
め
た
。
そ
し
て
タ
グ
リ
ブ
族
の
支
配
権
を
息
子
メ
B
同ゲ・

(

ロ

)

ね
た
。
彼
は
ま
た
サ
サ
ン
朝
の
ガ
ッ
サ

1
ン
朝
攻
撃
に
連
動
し
、
タ
グ
リ
ブ
・
イ
ヤ

1
ド
・
バ
フ
ラ
l
族
を
率
い
て
と
'
叶
「
担
当
日
吉
で
ハ
l

(
叩
岨
〉

リ
ス

2
世
を
打
破
し
た
。
こ
れ
は
丁
度
タ
グ
リ
ブ
族
の
詩
人
と
し
て
有
名
な
‘
〉
BHσ
・
阿
ハ
己
手
口
自
の
時
代
に
相
嘗
す
る
。
五
六
九
年
‘
〉
ヨ
円

ハ
l
リ
ス
の
娘
国
吉
仏
と
結
婚
し
て
い
た
が
、

講
和

回
一
ロ
仏
に
委

ゲ
・
同
百
円
同
命
日

1
S
)
の
招
き
で
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
か
ら
ヒ

l
ラ
へ
自
族
を
率
い
て
・
来
訪
し
た
の
は
彼
で
あ
る
。

の
事
件
に
よ
り
タ
グ
リ
ブ
族
は
ラ
フ
ム
朝
に
反
旗
を
翻
し
て
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
闘
っ
た
。
さ
ら
に
シ
リ
ア
へ
向
か
い
、
再
び
ガ
ッ
サ

l
ン
朝
と
も

(
m
m
)
 

戦
闘
を
交
え
勝
利
を
牧
め
た
。
こ
の
頃
ま
た
パ
ク
ル
族
と
の
抗
争
も
再
開
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
ア
サ
ド
族
に
劃
す
る

a
H
5
2
巴・
0
白百

(

初

〉

の
復
讐
戦
に
味
方
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
六
世
紀
後
牢
に
か
け
て
タ
グ
リ
プ
族
の
活
動
範
囲
は
贋
が
り
、
特
に
サ
ワ

l
ド
か
ら
ユ

l
フ
ラ

こ
の
時
の
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
川
岸

149 

テ
ス
流
域
に
か
け
て
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
影
響
力
は
さ
ら
に
増
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
で
の
勢
力
確
立
も
こ
の
時
期
に
な



150 

(

幻

〉

(

幻

〉

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ア
ラ
ビ
ア
牢
島
で
も
戦
闘
を
行
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
阿
部
族
の
行
動
範
圏
は
格
段
と
贋
く
な
り
、

ジ

ヤ

ジ
l
ラ
を
本
接
地
と
し
て
勢
力
を
旗
大
し
て
い

司
た
事
が
確
認
さ
れ
る
。

し
か
し
イ
ス
ラ

1
ム
前
夜
に
な
る
と
タ
グ
リ
プ
族
の
朕
況
に
幾
化
が
み
ら
れ
る
。

二
/
六
二
四
年
頃
タ
グ
リ
ブ
族
は
イ
ヤ

l
ド
・
タ
イ
イ
・

oa的
ゲ
・
呂
田
明ぷ
仏
族
と
共
に
ホ
ス

ロ
1
2
世

(solse
の
涯
遣
し
た
軍
に
加
わ
っ
て
り

E
O宵
で
シ
ャ
イ
バ

l
ン
族
と
戦
い
、
後
者

に
多
大
な
打
撃
を
興
え
た
。
し
か
し
イ
ス
ラ

l
ム
直
前
の
事
と
い
わ
れ
る
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
川
の
戦
い
に
お
い
て
は
、

(
お
)

富
三
}
区
ロ
ロ
即

σ・
伺
同
町
一
円
吉
の
攻
撃
を
受
け
、
溺
死
者
を
含
め
て
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。
さ
ら
に
サ
ワ

ー
ド
の
切
符
五

の
戦
い
に
お
い
て
、

そ
の
後
ス
ル
フ
の
仲
介
を
バ
ク
ル
族
(
シ
ャ
イ
パ
l

ン
族
〉
に
依
頼
し
た
が
、
却

っ
て
同
部

シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
の

同

ー

タ
グ
リ
ブ
族
は
ナ
ミ
ル
族
と
夕
、
、
、
l
ム
族
と
戦
い
、

族
の
攻
撃
を
受
け
、

タ
ミ

l
ム
族
と
共
に
多
大
な
損
害
を
受
け
た
。

か
つ
て
タ
グ
リ
ブ
族
が
こ
れ
程
の
酷
い
被
害
を
被
っ
た
事
は
な
く
、

シ
ャ

族
は
蓄
来
の
宿
敵
で
あ
っ
た
シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
に
破
れ
、

イ
パ

l
y
族
の
手
に
し
た
戦
利
品
と
捕
虜
は
彼
ら
の
行
っ
た
戦
争
の
内
で
最
大
の
量
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
征
服
の
前
夜
に
お
い
て
タ
グ
リ
プ

〈
川
品
)

そ
れ
が
後
者
の
サ
ワ

1
ド
進
出
の
道
を
聞
く
結
果
と
な
?
た
よ
う
だ
。

nu 
F
D
 

句よ

②
初
期
イ
ス
ラ

l
ム
時
代

イ
ス
ラ
l
ム
以
後
の
タ
グ
リ
ブ
族
に
闘
し
て
は
、

(お〉

リ
ッ

ダ
の
混
凱
期
に
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
か
ら
ヤ
マ

l
マ
へ
来
襲
し
た
事
で
有
名
で
あ
る
。

/
六
三
二
年
、
彼
ら
は
夕
、
、
、

l
ム
族
の

ω白
」
凶

f
E
E
丘
一
司
副
H
F
門}戸

の
運
動
に
母
方
部
族
と
し
て
参
加
し
、

回一
B

出口円一}戸田
M
L
σ
・
日
出
品
口
同
デ

吋

同

m
r
z
z
に
率
い
ら
れ
て
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
か
ら
来
襲
し
た
。
他
に
メ

2同

σ・

E
E
の
率
い
る
ナ
ミ
ル
族
、
ど
〈
山
門

Z
Eσ
ゲ・

m，

c-削ロ

の
率

。ミ
m

の
率
い

る
シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
が
参
加
し
た
。
つ
ま
り
イ
ラ
ク

か
ら
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
か
け
て
本
擦
を
持

つ
ア
ラ
ブ
部
族
が
殆
ど
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
タ
グ
リ
プ
族
の
下
で
預
言
者
を
稽
し
、
同
部
族
と
父
方
の
部
族
を
率
い

い
る
イ
ヤ
l
ド
族
、
巳
・

ω同
E
σ
・

て
戦
い
、

ヤ
マ

l
マ
に
お
け
る
ム
サ
イ
リ
マ
と
の
和
卒
の
後
に
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
蹄
っ
た
。
以
上
の
事
か
ら
も
彼
女
の
運
動
を
支
え
た
の
は
ジ
ャ

ジ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
勢
力
、
特
に
タ
グ
リ
ブ
族
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

フ
ザ
イ
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

タ
グ
リ
ブ
族
の
影
響
で
サ
ジ
ャ

l
フ
自

身
も
キ
リ
ス
ト
教
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
。

封印
M

包
正

σ.

同-・
4
〈
白
-
同
門
]

に
よ
っ
て
鎮
座
さ
れ
た
後
も
彼
女
が
タ
グ
リ
プ
族
の
下
に
い
た
事
が
記



(叩山〉

録
さ
れ
て
い
る
。

一
二
/
六
三
三
年
タ
グ
リ
ブ
族
は
ナ
ミ
ル

・
イ
ヤ

l
ド
族
と
共
に
メ
ヨ
H

牛
叶
間
百
円

で
ベ
ル
シ

(

幻

〉

ハ
l
リ
ド
軍
に
打
破
さ
れ
た
。
そ
の
後
前
述
の
フ
ザ
イ
ル
が
ハ

l
リ
ド
の
シ
リ
ア
轄
進
軍
に
遭
遇
し
て
破
れ
、
白
]
・
宮
口
・

〈
刊
泊
〉

明
白
ヨ
曲
目
内
『
で
再
び
軍
を
集
め
た
が
打
破
さ
れ
た
。
ま
た
タ
グ
リ
ブ
族
の

河
川
島
岡
〆
ゲ
・
切
口
」
間
三
は

ル
サ

l
フ
ァ
東
方
の

巳
・叶
『
白
口
々
に
い
た
が

(
m
m
〉

一
方
、
フ
ザ
イ
ル
は
そ
の
近
く
の

と
・
切
窃
宵
へ
逃
れ
た
が
、
こ
れ
も
ハ

l
リ
ド
の
軍
に
打
破
さ
れ
た
。

ム
ス
リ
ム
の
サ

ワ
l
ド
征
服
に
際
し
て
、

ア
防
衛
軍
に
参
加
し
、

同
じ
く
ハ

l
リ
ド
軍
に
打
破
さ
れ
た
。

同
年

U
Y出
血
-
・

0
矢
内
山
由
月
、

ハ
l
リ
ド
は
と
'
百
円
且
で
東
ロ

1
7
の
防
衛
隊
と
戟
闘
を
交
え
た
。
こ
の
時
も
タ
グ
リ
ブ
族
と
イ
ヤ

l
ド
族
は

(

m
叩

)

ベ
ル
シ
ア
人
部
隊
と
共
に
東
ロ

l
マ
側
で
参
戦
し
、
敗
北
を
喫
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
サ
ワ

l
ド
か
ら
シ
リ
ア
へ
向
か
う
ハ

l
リ
ド
軍
と

の
諸
戦
闘
で
タ
グ
リ
ブ
族
の
多
数
が
殺
害
さ
れ
捕
虜
と
な
っ
た
と
い
う
。

に
お
け
る
ベ
ル
シ
ア
軍
と
の
戦
闘
で
は
、

(

幻

)

サ
ソ
ナ
l
の
軍
(
シ
ャ
イ
パ
l
ン
族
中
心
〉
を
支
援
し
た
事
が
俸
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
一
三
/
六
三
四
年
、

同
「
回
ロ
ヨ
印
可
ゲ

タ
グ
リ
ブ
族
と
ナ
ミ
ル
族
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
高
一
人
が
ム

-151ー

し
か
し
そ
の
後
ム
サ
ン
ナ
ー
は
シ
ャ
イ
パ

1
ン
軍
を
分
け
、

国
-
'
阿
内
田

σ副
任
の
タ
グ
リ
ブ
族
居
住
地
に
軍
を
涯
遣
し
て
住
民
を
逃
走
さ
せ
た
。
さ
ら
に
シ
ッ
フ
ィ

l
ン
の
タ
グ
リ
ブ
族
と
ナ
ミ
ル
族
の
住
民
を

(
M
M
〉

攻
撃
さ
せ
、
住
民
は
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
逃
走
し
た
。
ム
サ
ン
ナ
l
自
身
も
タ
グ
リ
ブ
族
の
居
住
地
を
襲
撃
、
逃
亡
し
た
民
衆
を
迫
撃
さ
せ
て
タ
ク

(

お

)

リ
l
ト
下
流
で
も
打
破
し
た
。

こ
の
段
階
ま
で
は
タ
グ
リ
ブ
族
は
ム
ス
リ
ム
軍
の
攻
撃
劉
象
で
あ
り
、

総
じ
て
反
ム
ス
リ
ム
側
に
立
っ
て
い

る
。
特
に
ム
サ
ソ
ナ
ー
の
率
い
る
シ
ャ
イ
パ

1
ン
族
と
の
戦
い
に
は
前
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
か
ら
の
確
執
が
尾
を
引
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

斜

)

一
六
/
六
三
七
年
の
タ
ク
リ

l
ト
攻
撃
か
ら
始
ま
っ
た
。
嘗
初
同
部
族
の
部
陵
は
東
ロ

l

タ
グ
リ
ブ
族
の
ム
ス
リ
ム
側
へ
の
歩
み
寄
り
は

マ
指
令
官
の
下
に
参
集
し
、

ロ
ー
マ
人
、

モ
l
ス
ル
住
民、

ナ
ミ
ル
・
イ
ヤ

1
ド
族
等
と
共
に
ム
ス
リ
ム
軍
に
劃
し
て
寵
城
し
て
い
た
。

し
台、

し

ω由
民
門
日

σ・
〉

z
d司
2
A
E
の
将
軍
メ
寸
門
円
〉

-zrσ
・
同
-
-
E
Z
R
S
B
B
の
呼
び
か
け
に
麿
じ
て
他
の
ア
ラ
ブ
部
隊
と
共
に
ム
ス
リ
ム
軍
に

(

お

)

タ
ク
リ

l
ト
を
陥
落
へ
と
導
い
て
い
る
。
こ
の
時
彼
ら
は
イ
ス
ラ

l
ム
を
受
容
し
た
と
い
う
。
彼
ら
は
ム
ス
リ
ム
軍
に
参
加
し
、
翌

内
通
し
、

151 

一
七
/
六
三
八
年

HZ
巳

E
Z
z
.
g
g
g
が
ウ
マ
ル
に
フ
ム
ス
を
迭
っ
た
際
、
彼
ら
の
指
導
者
達
は
メ
デ
ィ
ナ
へ
障
行
し
た
。

タ
パ
リ
ー
に
よ



ド
族
は
マ
ダ

l
イ
ン
に
移
住
、

る
と
こ
の
際
に
タ
グ
リ
プ
族
に
閲
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
タ
グ
リ
プ
族
と
彼
ら
に
従
っ
て
い
た
と
い
う
ナ
ミ
ル
・
イ
ヤ

l

(
日
山
)

さ
ら
に
ク

l
フ
ァ
に
街
匿
を
割
り
嘗
て
ら
れ
て
居
住
し
た
。
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白

=言
問

p.. 

0"' 

c 
s 
0"' 
印

カミ
ク

フ
ア

か
ら
涯
遣
さ
れ

彼
ら
t主
ム

ス
リ
ム

と
キ

しリ
かス

キしトタ
リ彼数グ
スら徒リ
トの tこブ
数ー係族
徒部わと
ア、ら開

ラ特ず同
フ Uこワ L石
のイリ ;ん
移ヤ 1 .M 
住 l ド広
Vこド Vこー

閥族味与
しの方二
て大すゐ
ウ方る 22
マは事告

東を，'-
とロ表封
東 l 明 し
ロマして

一
九
/
六
四

O
年
も
し
く
は
一
七
/
六
三
八
年
の
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
征
服
に
際
し
て
、

た
。
ワ
リ

l
ド
は
そ
の
後
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
部
族
の
支
配
を
任
さ
れ
た
。

領
域
へ
移
住
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

ワ
リ

l
ド
は
ウ
マ
ル
に
こ
の
事
を
通
報
し
、

タ
グ
リ
ブ
族
劃
策
に
大
き
な

影
響
を
輿
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
蹄
順
問
題
は
本
稿

H-章
で
詳
解
す
る
が
、
結
局
タ
グ
リ
ブ
族
に
閲
す
る
特
別
規
約

ー
マ
皇
帝
一
聞
で
交
渉
が
篤
さ
れ
て
い
る
。

シ
リ
ア
か
ら
の
ガ
ッ
サ
!
ン
族
等
の
移
住
や
イ
ヤ

l
ド
族
の
問
題
が
、

が
認
め
ら
れ
て
一
躍
決
着
が
着
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
も
タ
グ
リ
ブ
族
の
扱
い
に
ワ
リ
1

ド
は
非
常
に
苦
第
し
、
追
い
つ

め
ら
れ
た
彼
が
暴
奉

に
出
な
い
よ
う
に
、
ウ
マ
ル
は
彼
を
解
任
し
て
匂
日

g
σ
・
伺
ミ
ユ
ロ
と
同
日
仏
ゲ
・
‘
〉
百
円
同
乙
同
日
巴
刊
の
雨
名
を
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
ア
ラ
ブ

(

幻

)

に
任
命
し
た
と
い
う
。
タ
グ
リ
ブ
族
は
一
鹿
野
順
を
表
明
し
た
が
、

ム
ス
リ
ム
政
府
の
扱
い
を
見
て
も
彼
ら
が
ジ
ヤ

ジ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
の
中
で

-152ー

特
別
な
勢
力
を
有
し
、
注
目
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代

ウ
マ
イ
ヤ
朝
成
立
に
い
た
る
第
一
衣
内
凱
に
、

〈

お

)

タ
グ
リ
ブ
族
は
徐
り
深
い
係
わ
り
を
持
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
彼
ら
は
第
二
次
内
凱
で
は
大

き
な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
時
期
の
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
を
巡
る
ア
ラ
ブ
部
族
抗
争
は
、

(
叩
出
)

ラ
プ
部
族
の
勢
力
闘
争
奪
戦
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

ズ
パ
イ
ル
涯
と
マ
ル
ワ

l
ン
涯
の
抗
争
と
い
う
よ
り
は
、

ア

マ
ル
ジ
ュ
・
ラ

1
ヒ
ト
で
敗
北
し
た
後
、

六
五
/
六
八
五
年
の
‘
〉
σ門
目
白
ナ
宮
丘
一
片
の
聞

位
に
際
し
て
、

キ
ラ

l
ブ
族
(
カ
イ
ス
系
)
の

N
c
p円
σ・
釦]・同
m
E
H
Y

は
パ
イ
ア
を
痘
否
し
、

ジ
ヤ
ジ
l
ラ
へ
移
動
し
て
カ
ル
キ

l
シ
l
ヤ

を
占
接
し
た
。
彼
ら
は
ズ
パ
イ
ル
涯
に
立
っ
て
マ
ル
ワ

l
ン
涯
の
カ
ル
ブ
族
と
戦
い
を
績
け
た
が
、

ス
ラ
イ
ム
族
(
カ
イ
ス
系
)
の

R
C
5
3、円

ゲ

印-・出口

Zσ
も
彼
に
績
い
て

ジ
ヤ
ジ
l
ラ
ヘ
入
っ
た
。

こ
の
時
タ
グ
リ
ブ
族
は
マ
ル
ワ

l
ン
涯
で
は
あ

っ
た
が
、

カ
ル
ブ
族
に
封
抗
し
て



彼
ら
に
味
方
し
て
戦
っ
た
と
い
う
。
嘗
時
タ
グ
リ
プ
族
は
ク
l
フ
ァ
に
い
た
少
数
の
者
以
外
殆
ど
が
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。

他
の
居
住
地
と
し
て
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
l
ン
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
は
彼
ら
の
他
に
カ
イ
ス
・
ク
ダ
l
ア
・
ム
ダ
ル
族

(
川
相
)

が
い
た
と
い
う
。

カ
イ
ス
族
と
タ
グ
リ
プ
族
の
封
立
は
、
新
来
の
カ
イ
ス
族
が
近
都
の
タ
グ
リ
ブ
族
を
侵
害
し
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
瑚
笑
し
た
た
め
に
始
ま
っ

た
と
い
う
。
戦
闘
は
カ
ル
ブ
族
襲
撃
か
ら
の
蹄
還
途
上
に
あ
っ
た
ウ
マ
イ
ル
の
カ
イ
ス
軍
が
、

タ
グ
リ
プ
族
居
住
地
を
攻
撃
し
た
ハ
l
プ
l
ル

川
岸
の
戦
い
に
始
ま
る
。
嘗
時
タ
グ
リ
ブ
族
の
領
域
は
ハ

1
.ア
ー
ル
川
と
ユ
l
フ
ラ
テ
ス
川
と
チ
グ
リ
ス
川
の
聞
で
あ
っ
た
と
い
う
。
カ
イ
ス

族
の
攻
撃
に
劃
し
て
タ
グ
リ
ブ
族
は
カ
ル
キ

l
シ

l
ヤ
の
ズ
フ
ァ
ル
に
訴
え
、
カ
イ
ス
族
の
、
退
去
と
彼
ら
の
放
牧
領
域
の
返
還
を
求
め
た
。
し

か
し
ズ
フ
ァ
ル
は
賠
償
に
は
鷹
じ
た
が
カ
イ
ス
族
の
退
去
は
痘
否
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
タ
グ
リ
ブ
族
は
カ
ル
キ
l
シ

l
ヤ
近
郊
の
カ
イ
ス
族

の
居
住
地
を
襲
撃
し
た
。
ズ
フ
ァ
ル
は
爾
部
族
の
関
係
を
一
日
一
は
修
復
し
た
と
い
う
が
、

ぃ
、
タ
グ
リ
ブ
族
の
ワ
l
リ
ー
と
な
る
承
認
を
取
り
付
け
た
。

z
g
a同}
u
v
・
N
ロ
宮
司
の
下
へ
向
か

(

4

)

 

ム
ス
ア
ブ
は
ズ
フ
ァ
ル
が
承
認
す
る
事
を
篠
件
に
承
認
し
た
と
い
う
。
ズ
フ
ァ

(

必

〉

ル
は
タ
グ
リ
ブ
族
に
そ
の
事
を
仲
介
し
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
認
め
ず
戦
闘
に
な
司
た
よ
う
で
あ
る
。

ウ
マ
イ
ル
は

-153ー

年
の
と
・
恒

gzzr

カ
イ
ス
族
と
の
諸
戦
闘
は
ハ
l
ブ
l
ル
流
域
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
居
住
領
域
を
中
心
に
行
わ
れ

l
I章

ωの
表
参
照
|
、
七

O
/六
八
八

l
九

タ
グ
リ
プ
族
は
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
に
彼
の
首
を
逢
っ
た
と
い
う
。
カ
イ
ス

の
戦
い
で
ウ
マ
イ
ル
は
殺
害
さ
れ
た
。

族
は
ウ
マ
イ
ル
の
復
讐
を
ズ
フ
ァ
ル
に
依
頼
、

一
度
は
垣
絶
さ
れ
た
が
結
局
ズ
フ
ァ
ル
を
戦
闘
に
引
き
込
ん
だ
。
七
一

/
六
九

O
l
一
年
も
し

タ
グ
リ
プ
族
は
甚
大
な

同-
E
H
ハロザ同一三

で
行
わ
れ
、

く
は
翌
年
、
ズ
フ
ァ
ル
の
率
い
る
カ
イ
ス
軍
と
タ
グ
リ
ブ
族
の
戦
い
が
モ

1
ス
ル
近
郊
の

(

必

〉

被
害
を
受
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
抗
争
は
七
三
/
六
九
二
年
に
イ
プ
ン
・
ズ
パ
イ
ル
が
殺
害
さ
れ
た
後
も
緩
い
た
。
第
二
次
内
観

の
終
結
に
よ
っ
て
カ
イ
ス
族
と
タ
グ
リ
プ
族
も
一
時
抗
争
を
停
止
し
た
が
、
ス
ル
フ
は
締
結
さ
れ
ず
、

0-' 

司
己
目
内
同
司
H
H
H

に
よ
る
タ
グ
リ
プ
族
と
パ
ク
ル
族
の
サ
ダ
カ
契
約
文
書
撞
造
事
件
が
起
き
た
。

ル
サ

l
フ
ァ
で
カ
イ
ス
軍
を
集
め
、
同
]
'
恩
師
『
近
郊
白
}
E
M
N

吾
与

却
っ
て
ス
ラ
イ

ム
族
の
巳

aFσσ
仰
向

彼
は
カ
リ
フ
か
ら
雨
部
族
の
サ
ダ
カ
徴
牧
を

の
課
原
で
タ
グ
リ
ブ
族
を
攻
撃
し
打

153 

任
さ
れ
た
よ
う
に
文
書
を
僑
造
し
、



154 

破
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
ビ
シ
ュ
ル
の
戦
い
で
あ
る
。
そ
の
後
ジ
ヤ
ツ
ハ

l
フ
は
ア
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
の
追
求
を
受
け
て
東
ロ

1
7
領
域
へ

(
μ
岨
〉

逃
げ
た
が
、
後
者
か
ら
安
全
保
障
を
取
り
付
け
て
蹄
還
し
た
。
彼
の
賠
償
金
は
一
族
で
あ
っ
た
ハ
ッ
ジ
ャ

l
ジ
ュ
が
支
掛
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

タ
グ
リ
ブ
族
は
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
進
出
し
て
き
た
カ
イ
ス
族
等
の
ム
ス
リ
ム
諸
族
と
の
封
立
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
本
接
地
自

盟
で
匪
迫
を
受
け
、

一
連
の
戦
闘
を
通
じ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
お
け
る
彼
ら
の
勢
力
は
大
幅
な
後
退
を
徐
儀

な
く
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
績
く
ワ
リ

I
ド
一
世
時
代
に
タ
グ
リ
ブ
族
に
針
す
る
宗
数
的
匪
迫
の
記
録
が
見
え
始
め
る
の
も
そ
の
反

(
必
)

映
と
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
勢
力
後
退
は
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
祉
舎
全
瞳
に
も
影
響
し
た
と
い
え
る
。
以
後
ム
ス
リ
ム
政
府

(

必

)

の
統
制
強
化
、
が
着
々
と
行
わ
れ
て
い
く
事
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

④
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
以
降

ア
ッ
パ
ー
ス
朝
時
代
に
な
る
と
タ
グ
リ
ブ
族
に
閲
す
る
記
録
の
性
格
に
獲
化
が
見
ら
れ
る
。
全
瞳
と
し
て
史
料
に
登
場
す
る
事
が
散
護
的
に
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な
り
、

ア
ラ
ブ
開
抗
争
の
よ
う
な
部
族
全
盟
に
係
わ
る
動
き
は
少
な
く
な
る
。
ま
た
行
動
範
圏
も
モ

l
ス
ル
近
郊
に
限
ら
れ
て
く
る
。
内
容
的

(
U
)
 

に
も
モ
ス
ル
の
支
配
擢
争
い
や
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
の
運
動
と
の
係
わ
り
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
。

ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
か
ら
ジ
ヤ

ジ
l
ラ
は
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
の
勢
力
が
強
い
事
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
タ
グ
リ
ブ
族
が
そ
れ
に
係
わ
っ
て
い
る

(

組

問

)

事
例
は
殆
ど
無
い
。
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
時
代
に
な
る
と
彼
ら
が
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
に
係
わ
る
記
録
は
多
く
な
る
が
、
そ
の
姿
勢
に
は
一
貫
性
が
見

ら
れ
な
い
。
一
七
八
/
七
九
四
年
、

(
川
切
)

を
展
開
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
タ
グ
リ
ブ
族
を
率
い
た
回
日
月
と

F
H削
E
S
σ
・

タ
グ
リ
ブ
族
出
身
と
言
わ
れ
る

ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
波

止
・
巧
弘
正

σ・
吋
回
同
は
が
ジ
ヤ

ジ
l
ラ
北
部
で
活
動

同ハ

E
N
-
B
が
ナ
シ

l
ビ

l
ン
で
彼
を
迎
え
打
っ
て
い
る
。

そ
の
後
ワ
リ

l
ド
は
同
市
を
占
領
し
た
が
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
し
『
出
向
P
H
r・
‘
〉
ゲ
円
四
〉

]
E
r
r
-
図的

Z
E
B
(出
U
Y同
H
H
H
)

、が
町
を
買
い
戻
し
た
と

い
う
。
ワ
リ

l
ド
は
シ
ャ
イ
バ

l
ン
族
の
J

ヘ
自
丘
げ
・

y
p
N
3仏
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

一
方
、
ブ
ザ

l
ル
は
シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
の
ハ
ワ

l

リ
ジ
ュ
源
問
叩
与
包
H
V

と
も
戦
っ
て
い
る
。
し
か
し
二

O
二
/
八
一
六
|
七
年
に
は
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
の
富
岳
缶

σ・

(

印

)

リ
プ
族
が
参
加
し
、
同
-
'
回
阻
止
の
戦
い
で
カ
イ

ス
族
の
軍
に
敗
北
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

.
〉
ア
司
副
ロ

の
軍
に
タ
グ



一
方
、
こ
の
頃
か
ら
そ

l
ス
ル
線
督
や
有
力
者
と
し
て
タ
グ
リ
プ
族
出
身
者
、

〈

日

〉

よ
う
に
な
る
。

特
に

R
C
B
R
r・
己目阿ハ一
r白押
3σ

家
の
者
、が
多
く
み
ら
れ
る

一
九
七
/
八
一
一
|
二
年
、

ア
ミ

l
ン
に
よ
る
モ

l
ス
ル
総
督
と
・
司
曲
目
白
ロ

σ・

a
d
g
R
σ
・白

--HQ曲
作
円
与
が
到
来
し
た
が
住

民
に
痘
否
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
九
/
八
一
四

l
五
年
、

ナ
シ
!
ピ

l
ン
の
ワ

l
リ
ー
で
あ

っ
た
同
家
の

〉
}
回
目
包

f1 

タ
グ
リ
ブ
族
の
軍
国

を
率
い
て
モ

l
ス
ル
に
到
来
し
て
い
る
。
二
五
四
/
八
六
八
年
に
始
ま
る
冨
ロ
包
耳
W
V

メー
σ仏
〉
-
E
F
白
「
切
と
と
同
の
ハ
ワ

l
リ
ジ

ュ
涯
反

凱
に
際
し
て
は
、
〉
ヨ
与
ゲ
・
〉
f
B包
ゲ
-
d
B
R
σ
・
国
-
穴
}
高
官
σ
が
モ

l
ス
ル
穂
督
に
任
命
さ
れ
、
息
子
の
巳
・
司
問
的
自
を
討
伐
に

(

臼

)

涯
遣
し
た
。
彼
の
軍
に
は
タ
グ
リ
プ
族
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
六

O
/
八
七
三
|
四
年
に
モ

l
ス
ル
住
民
の
反
観
が
起

こ
り
、
嘗
時
の
総
督
の
代
官
が
追
放
さ
れ
、

タ
グ
リ
ブ
族
出
身
の
巳
・国
主
岳
曲
目

σ・
a

〉
σ仏
〉
-
E
r
r-
国
--Zロ〆
5
5一
円
が
モ

l
ス
ル
支
配

し
か
し
彼
は
住
民
軍
に
撃
退
さ
れ
、
後
任
に
ウ
マ
ル
家
の

r
-
B
A
ゲ
・
〉
ヨ
与
が
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
二

(

臼

)

高
名
を
率
い
て
岡
市
に
向
か
っ
た
が
、
支
配
権
を
得
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
様
に
モ

l
ス
ル
地
方
の
支
配
擦
を
得
ょ
う
と
す
る

に
任
命
さ
れ
た
。

同
部
族
の
有
力
者
に
協
力
し
て
、
同
地
方
の
タ
グ
リ
ブ
族
が
行
動
す
る
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
際
、
自
治
を
求
め
る
モ

l
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ス
ル
住
民
と
は
封
立
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

タ
グ
リ
プ
族
は
場
合
に
よ
っ
て
は
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
の
一
部
の
支
援
に
回
っ
て
い
る
。

ム
サ

l
ウ
ィ
ル
の
後
縫
者
を
巡
る
宮
口
官
自
B
主

(

臼

)

タ
グ
リ
ブ
族
の
一
部
は
後
者
を
支
援
、
ま
た
二
八

O
/八
九
三
年
の
ハ

l
ル
l

ゲ
・
阿
ハ

EHN包
と
田
町
ロ
ロ
白
}
a

同内百円
C
H

の
抗
争
に
際
し
て
、

ン
と
宮
口
官
5
5包

v・

d
E
E
の
争
い
に
も
彼
を
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
八
二
/
八
九
五
年
の
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
討
伐
に
際
し
、

(

日

)

l
ル
l
ン
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
下
へ
逃
れ
て
い
る
。
タ
グ
リ
ブ
族
の
一
部
は
個
人
的
に
ハ

l
ル
l
ン
を
支
援
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
全 ノ、

瞳
的
に
は
、
こ
の
時
代
の
タ
グ
リ
ブ
族
は
自
族
の
有
力
者
を
通
し
て
瞳
制
側
に
付
く
傾
向
に
あ
り
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
地
方
分
権
化
傾
向
の
流
れ

に
お
い
て
も
濁
立
を
目
指
そ
う
と
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
モ

1
ス
ル
住
民
の
自
立
運
動
や
ハ
ワ

l
リ
ジ
ュ
涯
の
反
飽
に
劃
し
て
も
積
極
的

(

部

)

支
援
は
篤
さ
な
か
司
た
と
言
え
る
。
同
部
族
は
モ

l
ス
ル
地
方
を
中
心
と
し
て

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
一
固
に
ま
だ
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る

が
、
彼
ら
の
行
動
に
は
部
族
と
し
て
の
ま
と
ま
り
や
濁
立
し
た
行
動
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
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タグリプ族関係の地名(ジヤジーラ〉

① ディヤーノレ・パグル

② ディヤーノレ・ラビーア

③ ディヤーノレ・ムダノレ
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以
上
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
時
代
ま
で
の
カ
リ
フ
政
権
下
に
お
け
る
タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史
を
辿

っ
て
き
た
。
そ
の
後
の
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
の
混
範
期
に

お
い
て
、

タ
グ
リ
ブ
族
は
そ

l
ス
ル
の
ハ
ム
ダ

l
ン
朝
の
租
と
な

司
た
事
で
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し

ハ
ム
ダ

l
ン
朝
の
出
自
白
睦
は
は

っ
き

り
し
て
い
な
い
。

少
な
く
と
も
彼
ら
の
始
租
と
さ
れ
る
恒
自
丘
山
口

σ・恒同

B
Eロ
は
そ

l
ス
ル
の
タ
グ
リ
ブ
族
系
の
綿
督
の
軍
に
参
加
し
て

(

閉

山

)

い
る
の
で
、
何
ら
か
の
関
係
は
あ
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
モ

l
ス
ル
地
方
に
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
タ
グ
リ
ブ
族
の
影
響
力

を
利
用
す
る
た
め
に

そ
の
系
譜
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(2) 

タ
グ
リ
ブ
族
の
勢
力
開
変
化
と
移
動

①
タ
グ
リ
ブ
族
の
居
住
区
と
行
動
地
域
に
闘
す
る
記
録

タ
グ
リ
ブ
族
の
勢
力
獲
化
と
移
動
に
闘
し
て
は
、

そ
の
歴
史
を
辿
る
事
で
大
筋
は
理
解
で
き
る
が
、
彼
ら
の
動
向
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た

-157ー

め
に
以
下
で
は
阿
部
族
の
歴
史
に
登
場
す
る
地
名
及
び
地
方
名
を
表
に
し
て
み
た
。

タ
グ
リ
プ
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関
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の
地
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②
タ
グ
リ
ブ
族
の
移
動
と
勢
力
開
炭
化

五
世
紀
末
ま
で
の
タ
グ
リ
ブ
族
は
ヤ
マ

l
マ
と
パ
ア
ラ
イ
ン
を
本
披
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア
牢
島
の
各
地
に
分
布
し
て
い
た
が
、

シ
ャ
イ
E

バ
l
ン

族
と
の
抗
争
を
通
じ
て
サ
ワ

l
ド
か
ら
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
流
域
に
移
動
を
始
め
た
。

し
か
し
彼
ら
の
勢
力
が
衰
え
た
わ
け
で
は
な
く
、

キ
ン
ダ
王

や
ラ
フ
ム
朝
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
事
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
却
っ
て
移
動
に
よ
っ
て
ヒ

l
一
フ
領
域
へ
の
影
響
力
は
増
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
後
、

ヒ
1
ラ
王
と
の
確
執
も
あ
り
、
・
次
第
に
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
進
出
し
て
本
擦
と
し
て
い
く
。
東
ロ

1
7
と
サ
サ
ン
朝
の
境
界
に

あ
る
こ
の
地
方
で
、

タ
グ
リ
ブ
族
は
双
方
と
関
係
を
保
っ
て
濁
自
の
勢
力
闘
を
確
保
し
て
い
司
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
他
の
ア
ラ
ブ
諸
族
に
封

(

開

)

し
で
も
優
位
を
獲
得
し
、
主
導
権
を
獲
得
し
て
い
司
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
彼
ら
の
験
場
は
本
接
地
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
で
は
な
く
、

サ
ワ

l
ド
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
牢
島
さ
ら
に
シ
リ
ア
遅
境

へ
と
贋
が
り
、
殆
ど
彼
ら
が
出
撃
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
貼
か
ら
も
彼
ら
が
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
を
確
保
し
、

さ
ら
に
勢
力
抜
大
を
固
る
朕
況

-161ー

に
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
ま
た
ラ
フ
ム
靭
滅
亡
以
後
、

サ
ワ

l
ド
は
ベ
ル
シ
ア
統
治
下
に
あ
り
、
際
だ
っ
た
ア
ラ
ブ
勢
力
が
な
か
っ
た
事
も
閥

係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一方、

シ
ャ
イ
バ

I
ン
(
バ
ク
ル
)
族
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
移
動
後
ヤ
マ

l
マ
を
確
保
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し

イ
ス
ラ
l
ム
前
夜
に
な
る
と
、

ヤ
マ

1
7
の
シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
が
積
極
的
に
サ
ワ

l
ド
に
侵
出
し
て
く
る
。

夕
、
グ
リ
ブ
族
は
イ
ラ
ク

・
ジ
ャ
ジ

ー
ラ
の
ア
ラ
ブ
勢
力
と
共
に
蛍
然
そ
れ
を
防
衛
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

リ
ッ
ダ
の
際
の
夕
、
、
、

l
ム
族
と
の
同
盟
と
ヤ
マ

l
マ
へ
の
反
撃
は
、

ズ
ヮ

・
ヵ
l
ル
以
来
の
サ
ワ

l
ド
に
お
け
る
シ
ャ
イ
パ

l
ン
族
と
の
抗

争
の
績
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
大
征
服
が
始
ま
る
と
、

ハ

l
リ
ド
の
率
い
る
ム
ス
リ
ム
軍
、

さ
ら
に
ム
ス
リ
ム
側
に
参
加
し
た
シ
ャ

イ
バ

l
ン
勢
力
に
連
敗
を
喫
し
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
押
し
戻
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

し
か
し
戦
場
は
サ
ワ

l
ド
か
ら
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
東
岸
で
ま
だ

本
接
地
は
侵
害
さ
れ
て
は
い
な
か
?
た
。

タ
ク
リ
l
ト
陥
落
以
後
、

タ
グ
リ
ブ
族
は
ム
ス
リ
ム
政
府
に
歩
み
寄
り
始
め
る
。
そ
し
て
ジ
ヤ
ジ

l

ラ
征
服
に
際
し
て
は
、

ム
ス
リ
ム
軍
に
協
力
を
表
明
し
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ま
ま
で
特
別
な
契
約
を
獲
得
す
る
。
そ
の
後
彼
ら
は
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
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に
お
い
て
は
従
来
か
ら
の
勢
力
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
の
ア
ラ
ブ
抗
争
は
、

タ
グ
リ
ブ
族
と
郷
接
す
る
シ
リ
ア
の
カ
ル
ブ
族
、

さ
ら
に
シ
リ
ア
を
追
わ
れ
た
カ
イ
ス
族
と
の
ジ
ャ

ジ
l
ラ
の
居
佐
擢
を
巡
る
勢
力
争
い
で
あ
っ
た
。
西
か
ら
侵
出
し
て
き
た
カ
イ
ス
族
と
の
戦
い
は
、

部
で
展
開
し
、

ユ
l
フ
ラ
テ
ス
流
域
か
ら
ジ
ヤ

ジ
l
ラ
西

ハ
ー
ブ

l
ル
川
か
ら
サ
ル
サ

l
ル
川
流
域
で
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

タ
グ
リ
ブ
族
は
決
定
的
に
は
敗
北
し
な
か

っ
た
に
せ

ょ
、
サ
ル
サ
l
ル
川
あ
た
り
ま
で
カ
イ
ス
族
の
侵
出
を
許
す
結
果
と
な
っ

た
。
こ
れ
以
降
デ
ィ
ヤ
l
ル
・
ム
ダ
ル
で
は
勢
力
が
衰
え
、
チ
グ
リ

ス
流
域
の
モ

l
ス
ル
か
ら
ナ
シ

l
ビ
l
ン
に
か
け
て
の
デ
ィ
ヤ

l
ル

・
ラ
ビ

I
ア
が
彼
ら
の
本
接
地
と
な
司
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
ア
ッ

パ
ー
ス
朝
時
代
に
は
モ

l
ス
ル
周
遊
に
彼
ら
の
活
動
は
限
ら
れ
る
事
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
タ
グ
リ
ブ
族
の
勢
力
圏
と
活
動
範
固
に
は
襲
化
が
み
ら
れ
る
。
結
局
、テ

ィ
ヤ
l
ル

・
ラ
ビ

l
ア
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
く
事

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史
と
勢
力
艶
化

る
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
へ
の
移
動
に
始
ま
り
初
期
イ
ス
ラ

l
ム
時
代
の
抗
争
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
は
、

シ
ャ
イ
二
ハ

l
ン
〈
バ
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前
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
以
来
、
タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史
は
基
本
的
に
は
ア
ラ
ブ
部
族
聞
の
勢
力
関
係
に
よ
っ

て
展
開
し
て
き
た
と
い
う
事
が
で
き

ク
ル
〉
族
、

さ
ら
に
キ
ン
ダ
族
や
ラ
フ
ム
族
と
の
係
わ
り
に
お
い
て
展
開
し
て
き
た
。
タ
ク
リ

l
ト
陥
落
に
始
ま
り
ジ
ヤ
ジ

1
ラ
征
服
に
い
た

る
ム
ス
リ
ム
政
府
へ
の
蹄
順
は
基
本
的
に
タ
グ
リ
ブ
族
の
勢
力
に
大
き
な
饗
化
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
の
大
方
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

ま
ま
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
お
い
で
ほ
ぼ
濁
立
状
況
を
維
持
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。

同
部
族
の
歴
史
に
大
き
な
襲
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

れ
も
基
本
的
に
は
ア
ラ
ブ
の
勢
力
抗
争
で
あ
る
。

し
か
し
後
者
が

ム
ス
リ
ム
で
あ
り、

ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
に
お
け
る
カ
イ
ス
族
等
の
新
来
部
族
か
ら
の
監
力
で
あ
っ
た
。
こ

た
と
え
反
政
府
勢
力
で
あ
っ
て
も
最
終
的
に
は
イ
ス
ラ

-
ム
領
域
内
で
身
分
的
優
位
と
領
域
占
披
の
正
賞
性
を
主
張
し
得
た
事
に
相
違
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
で
は
ム
ス
リ
ム
支

配
下
に
お
け
る
タ
グ
リ
ブ
族
の
祉
舎
的
身
分
と
ム
ス
リ
ム
政
府
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
朕
況

(1) 

タ
グ
リ
ブ
族
へ
の
課
税

①
課
税
に
つ
い
て
の
史
料

ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
タ
グ
リ
ブ
族
に
関
し
て
最
も
有
名
な
事
は
、
彼
ら
へ
の
特
殊
な
課
税
で
あ
る
。
法
撃
書
及
び
歴
史
書
に
は
彼
ら
へ
の
課

税
方
法
決
定
に
至
る
経
緯
と
共
に
、
税
規
定
と
そ
れ
に
閲
す
る
諸
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
代
表
的
な
記
録
の
内
容
を
抄
誇
し
て
紹

介
す
る
。

(
回
)

予
〉
E
J
E
m
E
|
|
番
放
は
内
容
分
類
の
便
宜
上
附
加
|
|

ω己
E
E
σ
・

zcaBM山
口
問
ナ
吋
釦

m
y
z
Z↓
OMWJミ
ロ
門
日

σ・
聞
ハ
己
円
円
]
口
凹

hL
・ω白
民
間

σ↓
シ
ャ
イ
フ
達
↓
〉
ゲ
ロ
ペ
ロ
印
口
町
一

ウ
パ
l
ダ
か
ら
カ
リ
フ
・

-163-

ウ
マ
ル
へ
の
謹
一
言
、

「
あ
な
た
は
彼
ら
(
タ
グ
リ
プ
族
〉
の
力
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
敵
に
直
面
し
、
彼
ら
が
敵
を
支
援
す
れ
ば

何
ら
か
の
特
典
を
彼
ら
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
」
そ
こ
で
ウ
マ
ル
は
子
供
達
に
洗
躍
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
、

を
二
倍
に
す
る
こ
と
、
人
頭
税
と
し
て
の
ジ
ズ
ヤ
は
克
除
と
い
う
傑
件
で
彼
等
と
ス
ル
フ
を
締
結
し
た
。
既
に
そ
の
よ
う
な
賦
況
で
あ
っ
た
が

サ
ダ
カ

や
司
か
い
で
あ
る
。

契
約
は
ま
だ
だ
っ
た
。

ω家
畜
に
闘
す
る
規
定
と
し
て
、
羊
四

O
頭
ま
で
は
サ
ダ
カ
の
課
税
制
剣
象
外
。
四

O
頭
か
ら
一
二

O
頭
ま
で
は
羊
二
頭
。
そ
れ
以
上
は
四
頭
。

牛
や
ラ
ク
ダ
に
闘
し
て
も
同
様
で
、

つ
ま
り
ム
ス
リ
ム
へ
の
課
税
封
象
全
て
に
閲
し
て
二
倍
が
賦
課
さ
れ
る
。

ス
ル
フ
締
結
時
に
彼
ら
が
所
有

し
て
い
た
土
地
に
つ
い
て
も
同
様
。

ω子
供
や
痴
呆
者
に
つ
い
て
の
規
定
。
イ
ラ
ク
事
涯
l
土
地
に
閲
し
て
は
サ
ダ
カ
の
二
倍
が
徴
牧
さ
れ
る
が
、
家
畜
か
ら
は
徴
牧
さ
れ
な
い
。

163 

ヒ
ジ
ャ
l
ズ
事
涯
家
畜
も
土
地
と
同
様
。
以
上
の
課
税
方
法
は
ハ
ラ
l
ジ
ュ
の
課
税
方
法
で
ジ
ズ
ヤ
の
代
わ
り
で
あ
る
。
他
の
財
産
や
彼
ら
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の
奴
隷
に
闘
し
て
は
非
課
税
。

ω停
承
者
↓
〉
百

伺
同
E
F↓
〉

E
Jヘロ
回口
町
一
ウ

マ
ル
は
ハ
ラ

l
ジ
ュ
の
代
わ
り
に
タ
ク
リ
ブ
族
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
関
す
る
サ
ダ
カ
を
二
倍

に
し
た
。

ω
N
J
包
σ
・

司

E
喜
岡
↓
父
↓

F
5
7
H
B
σ
・
同

--zcyと日円
↓
〉

E
Jヘ
ロ
田
口
町
い
ウ
マ
ル
が
最
初
に
ウ
シ
ュ
ル
徴
牧
に
タ
グ
リ
ブ
族
へ
振
遺
し
た

の
は
私
(
ジ
ャ
l
ド
〉
で
あ
る
。

(
タ
グ
リ
プ
族
の
〉
ム
ス
リ
ム
か
ら
は
ち
L
F

に
つ
き

E
r、
ジ
ン
マ
の
民
か
ら
は

NE
r
に
つ
き

E
F、
‘ノ

ン
マ
の
な
い
も
の
か
ら
は

呂
舎
に
つ
き

E
F
の
計
算
で
徴
牧
し
た。

ウ
マ
ル
の
命
令
|
「
彼
ら
は
ア
ラ
ブ
で
あ
っ
て
も
暦
典
の
民
で
な
い

の
で
タ
ク
リ
ブ
族
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
厳
し
く
扱
い
、

ム
ス
リ
ム
に
な
る
よ
う
に
せ
よ
。
」
既
に
彼
は
子
供
達
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い
と

い
う
候
件
を
課
し
て
い
た
。

川開〉
σ口
ペ
ロ
回
口
町
一

タ
グ
リ
ブ
族
の
購
入
し
た
ウ
シ
ュ
ル
地
に
は
二
倍
の
ウ
シ
ュ
ル
が
賦
課
さ
れ
る
。
一商
取
引
税
も
同
様
。
あ
ら
ゆ
る
物
に
つ
い

-164ー

て
二
倍
が
賦
課
さ
れ
る
。

(
印
〉

〉

E
B
-
-番
披
は
原
本
の
番
蹴
|

|

品有ペ
白}
M
U
『
同

σ・

側同
σロ
〉
Z
F
E
可
一同
国
曲目白
ロ
ゲ
・
智
一
任
↓

Jpf
z↓
巳
ー
恒
白凹白
ロ
↓
回
目日旧
民同]

自
領
域
内
の
タ
グ
リ
ブ
族
に
は
(
徴
税
の
た
め
に
〉
使
者
が
迭
ら

ハ
サ
ン
日
く
「
彼
等
以
外
の
ジ
ン
マ
の
民
に
は
使
者
の
涯
遣
は
な
い
。
」
全
て
の
ジ
ン
マ
の
民
か
ら
は
通
過
に
際
し
て
交
易
税
の
ウ
シ

れ
る
。

ユ
ル
が
徴
牧
さ
れ
る
。

酬
と
'Nzrコ
↓
J

ヘ
οロ
5
1
v
Fロ

E
Z
E
E
-内↓

J

へ
白
グ
ヨ
↓
主
但
印印山
口
↓

Hm
B削
除目-一

敬
徒
を
除
い
て
、
啓
典
の
民
の
家
畜
に
サ
ダ
カ
は
賦
課
さ
れ
な
い
。

タ
グ
リ
ブ
族
及
び

財
産
が
家
畜
で
あ
る
ア
ラ
ブ
の
キ
リ
ス
ト

冨
与
と
F
H

↓

ω
E
Z
W↓
J
F
Z同
↓
と
・
伺
目
印
田
口
↓

Hm
g同J
-

一
ウ
マ
ル
は
私
を
振
遣
し
、

財
産
に
つ
い
て
の
ウ
シ
ュ
ル
の
牢
分
を
徴
牧
す
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、

側

N
q包
σ
・

恒ロ門目
白同
H

↓
同
可
思
同
日

σ・

タ
グ
リ
ブ
族
の

ム
ス
リ
ム
の
ウ
シ

ュ
ル
や
ジ
ン
マ
の
民
の
ハ
ラ

l
ジ
ュ
の
徴
牧
は
禁
じ

た
。
ヤ
フ
ヤ
l
日
く
「
ム
ス
リ
ム
と
は
彼
ら
の
中
か
ら
の
改
宗
者
で
あ
る
。
」
タ
グ
リ
ブ
族
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
ス
ル
フ
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
、



(

日

〉

そ
れ
以
外
の
ジ
ン
マ
の
民
は
ウ
シ
ュ
ル
と
は
関
係
な
い
。

附
ロ
削

4
2仏
ゲ
・
同
日
告
白
↓
包

-
E
E
f↓
〉
百
円
印
ゲ

2
巳・

ω
r
a
E
E↓
〉

E
出
島
門
↓
J

へ
喜
志
↓
丘
'
司
白

mg↓
同
回
日
間
J
-

一
ウ
マ
ル
の
ス
ル
フ

の
篠
件
は
、
サ
ダ
カ
を
二
倍
に
し
、
イ
ス
ラ

l
ム
へ
の
改
宗
を
妨
げ
な
い
こ
と
、
子
供
達
に
洗
櫨
を
施
さ
な
い
こ
と
。

側

d
g
E
r・
Z
己
負
目
印
ロ
包
・
叶
白

mrEUM↓
ロ
削
当

E
r・阿ハ己
E
D印
↓
巳
・

ω由民削
V↓
〉

Z
F
V
E
白-・

ω}戸ミ
Z
E↓
メ

E
白]・

ω白}曲目
σ・
伺
白
吋
ゲ
↓

J

門
田
芝
山
↓
同

-a恒回
目
印
ロ
↓
ゲ
自
問
J
-

〈
J

へ同国民

ωと
同
様
〉

川
口
仰

4
2仏
ゲ
・
関
口

E
Z↓
国

-IFEf↓
〉
百
円
凹
σ仰
心
主
・

ωyミ
E
巳
↓
〉

E
冨
ロ
ば
三
百
↓
J

へ
与
u
b↓
同
一
・
伺
曲
目
白
ロ
↓
ゲ
ヨ
忠
一
一
ウ
マ
ル
は
少

年
に
洗
櫨
を
し
な
い
こ
と
、
二
倍
の
サ
ダ
カ
の
支
排
い
、
彼
ら
の
宗
数
以
外
の
宗
教
を
信
奉
し
な
い
こ
と
を
俊
件
に
ス
ル
フ
を
締
結
し
た
。
ダ

ー
ウ
ド
日
く
「
現
在
タ
グ
リ
ブ
族
に
は
ジ
ン
マ
は
な
い
。
彼
ら
が
洗
躍
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

川
J

へ
同
ザ
可
同
日
夕
グ
リ
ブ
族
の
男
女
は
共
に
人
頭
税
は
な
く
土
地
税
が
あ
る
と
い
う
同
じ
ス
ル
フ
の
吠
態
で
あ
る
。

ず
全
鰻
と
し
て
徴
牧
さ
れ
る
。

附
子
供
達
に
闘
す
る
諸
説
|
ム
ス
リ
ム
の
少
年
か
ら
は
ウ
シ
ュ
ル
が
徴
牧
さ
れ
な
い
の
で
、
土
地
と
家
畜
南
方
と
も
課
税
さ
れ
な
い
。
他
説
、

ム
ス
リ
ム
の
孤
児
も
喜
捨
を
す
る
の
で
彼
ら
か
ら
も
徴
牧
さ
れ
る
。
タ
グ
リ
プ
族
の
サ
ダ
カ
は
他
の
者
の
ハ
ラ

1
ジ
ュ
に
相
賞
し
、
一
括
徴
牧

さ
れ
て
ム
ス
リ
ム
の
喜
捨
税
の
封
象
と
な
る
物
全
て
に
闘
し
て
二
倍
が
賦
課
さ
れ
る
。
ラ
ク
ダ
五
頭
に
つ
い
て
は
羊
二
頭
、
羊
四

O
頭
に
闘
し

て
は
羊
二
頭
、
牛
三

O
頭
に
閲
し
て
は
子
牛
二
頭
、
流
水
ま
た
は
天
水
濯
概
地
で
は
五
話
回
目
ρ

に
つ
き

一
/
五
耳
目

Z
、
水
車
種
海
地
で
は
一

/
一

O
に
な
り
、
こ
の
計
算
に
増
減
は
な
い
。

税
は
負
債
の
有
無
に
開
わ
ら

-165ー

川

N
q包
σ
・
伺
ロ
仏
国
首
↓
〉
ゲ
ロ
但

5
ミ
ロ
↓
〉
百
回
田
町

σ・

d
倒
的
げ
↓
J

へ
同
グ
ユ
↓
丘
一
司
曲
目
印
ロ
↓
ゲ
ヨ
仰
己
υ

私
は
タ
グ
リ
ブ
族
か
ら
の
ウ
シ
ュ

ル
を
往
路
と
鯖
路
で
徴
牧
し
て
い
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
彼
ら
の
長
老
達
は
ウ
マ
ル
へ
訴
え
、
ウ
マ
ル
は
ウ
シ
ュ
ル
を
一
度
だ
け
徴
牧
す
る
よ
う

(

臼

〉

に
指
示
し
た
。

(

臼

〉

3
-
-
F
E
P
E
T
-番
貌
は
便
宜
上
附
加
l

|

165 
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ω出

-
'
F
E
v
t
'巴
ミ

E
E↓
包

-
z
a
r
H
E↓
〉

百

メ

S
E
ω
E予
削
ロ

σ・

リ
ブ
族
は
逃
亡
し、

明，

RZHV一
ウ
マ
ル
が
ジ
ズ
ヤ
を
徴
牧
し
よ
う
と
す
る
と
タ
グ

(
向
〉

一
部
は
遠
隔
地
に
ま
で
至
司
た
。

そ
こ

で

色

-zzhB山口

σ・
N
Z
門〆

ま
た
は

N
Z
H
〆

σ・
同
一a
Z尺
5
mg
が
ウ
マ
ル
に
進

「彼
ら
は
ア
ラ
ブ
の
民
で
ジ
ズ
ヤ
を
支
排
う
に
は
誇
り
高
す
ぎ
る
。
彼
ら
は
非
常
に
や
っ
か
い
な
民
で
あ
る
か
ら
敵
に
回
し
て
敵
を

言
し
た
。

利
す
る
な
か
れ
。
」
そ
こ

で
ウ

マ
ル
は
彼
ら
を
呼
び
返
し、

サ
ダ
カ
の
二
倍
を
課
し
た
。

ωHga〉
F
B↓
伊
豆

σ・
F
Eヨ
↓
俸
承
者
↓
仁
三

rσ
・

ω白
d
l↓
‘
〉
σ仏
印
て
〉
N
M
N

ゲ・

宮
口
凹ご
百
二
タ
グ
リ
ブ
族
が
屠
殺
し
た
家
畜
掻
取

及
び
彼
ら
の
女
性
と
の
結
婚
禁
止
。
理
由
は
彼
ら
は
ム
ス
リ
ム
で
も
啓
典
の
民
で
も
な
い
か
ら
。

助
〉

E
E
H
Fロ
同
州
↓
メ
者
同
口
問

σ・
同
-
・恒
同
町
田
日
↓
父
↓
メ

F
倒的ゲ・

回
一
目
}
品
目
色
目
附
内
山

-Z
一
h
d自
主
円

σ・

(

白

山

)
rd
か
ら
ウ
マ
ル
へ

の
報
告
|
彼

は
ュ

l
フ
ラ
テ
ス
川
沿
い
の
諸
砦
を
征
服
し
、
同
地
方
の
タ
グ
リ
ブ
族
に
改
宗
を
要
求
し
た
が
、

彼
ら
は
痘
否
し
て
ロ

l
マ
領
へ
移
住
し
よ
う

と
し
て
い

る。

ウ
マ
ル

の
返
信
|
ム
ス
リ
ム
が
土
地
と
家
畜
に
支
梯
っ
て
い
る
サ
ダ
カ
の
二
倍
を
彼
ら
に
賦
課
し
、
桓
否
し
た
ら
彼
ら
が
紐
滅

す
る
か
改
宗
す
る
ま
で
戦
え
。
結
局
タ
ク
リ
ブ
族
は

二
倍
の
サ
ダ
カ
を
受
諾
し
た
が
、

こ
う
主
張
し
た
。

「
非
ア
ラ
ブ
の
よ
う
な
ジ
ズ
ヤ
で
な

-166ー

い
限
り
我
々
は
支
排
い
に
甘
ん
じ
て
信
仰
を
保
持
す
る
。
」

川

w
u
m
w
a
宅
ロ仏ゲ・

同
ハ
戸

HLB↓
巳

'FEHV↓
〉
百
円
印冨
ρ
とー

ω
r
a
E
E↓
〉
百
富
久
削

5
3↓
メ
ヨ
同
色

-
Z
Z
E
H

ハペ
吾
首
附
と
同
様
〉

但

し、

タ
グ
リ
ブ
族
が

ロ
l
マ
領
へ
移
住
し
よ
う
と
し
た
の
で
こ
の
様
な
ス
ル
フ
を
締
結
し
た
こ
と、

彼
ら
の
宗
教
を
強
制
し
な
い
と

い
う
こ
と

が
ス
ル
フ
の
篠
件
に
附
加
さ
れ
て
い
る
。

(6) (5) 

p〈
同ト〈

向 EL
0" 、〈

白 ，

回 刷
工と
古同
百五
回'v

ロ
↓但
e:..し
(fJ 
白

山
田l

.::r 
0" 

JP}MB↓
印
}
・
司

5
ミ
ロ
ゲ
・

と
・
〉
印
者
同
門
日

田

昌
己... 
::r 
田

口
口
同l

↓ 
~ 
E 
U司
ロー
トt
白

↓ 
出
口
(J) 

ロー
白
、〈

包
↓ 
Uコ
同

色a

0" 

ω己
白
可
HUmw
ロ

ω白
ぷ由
者同
一可}戸一

ズ
ル
ア
の

ウ
マ

ル
ヘ
の
進
言

「
タ
グ
リ
ブ
族
は
ア
ラ
ブ
で
あ
り
、

ジ
ズ
ヤ
を
納
め
る
に
は
誇
り
高
す
ぎ
る。

彼
ら
は
耕
作
地
と
家
畜
の
所
有
者
で
も
あ

る
。
ウ
マ

ル
が
ジ
ズ
ヤ
を
徴
牧
し
よ
う
と
し
た
の
で
彼
ら
は
逃
散
し
よ
う
と
し
て
い

る。
」
そ
こ
で
ウ

マ
ル

は
彼
ら
と

以
下
の
篠
件
で

ス
ル
フ

ム
ス
リ
ム
の
土
地
と
家
畜
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
サ
ダ
カ
の
二
倍
の
支
燐
い
、
子
供
達
に
キ
リ
ス
ト
教
を
強
制
し
な
い
こ
と
。
ム

を
締
結
し
た
。



ギ
l
ラ
の
俸
に
よ
る
ア
リ

l
の
意
見
「
も
し
タ
グ
リ
プ
族
の
件
を
任
さ
れ
る
な
ら
、

私
は
彼
ら
の
戦
闘
員
を
殺
し
子
供
を
捕
虜
と
す
る
。
彼
ら

は
子
供
達
に
洗
櫨
を
施
し
た
こ
と
で
契
約
を
破
っ
た
の
で
ジ
ン
マ
は
撤
回
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

の〈
J

へ
各
首
酬
と
同
様
〉
但
し
、

ω
Z
Z
F↓
〉

E
Z
Z円
曲
目
・
、
吋
曲
目
白
骨
。

納
豆
己
宮
ヨ
自
主
ゲ
・

F
B
E
B
ゲ
・
同
-
・
伺
同
氏
子
↓
メ

E
巳
'
E
t
H
W
T

ヤ
フ
ヤ

l
の
解
説
部
分
な
し
。

Z
2
E↓
F
ロ
〉
宮

ω与
E
↓
巳
-
d
〈
仰
心
喜
一
ウ
ス
マ

l
ン
は
金
貨

と
銀
貨
の
み
で
タ
グ
リ
ブ
族
か
ら
ジ
ズ
ヤ
を
徴
牧
し
よ
う
と
し
た
が
、

ウ
マ
ル
の
二
倍
の
サ
ダ
カ
の
規
定
を
知
っ
て
撤
回
し
た
。

仙
切
釦
]
'
d
奇
問
。
五
円

wω
ロ
守
削
口
同

-a、H，z
d
q
H
H
"

と
'
〉
さ
N

帥〆

YEt-同
ゲ
・
〉
ロ
白
mw
同
σロ
〉

z
r
q
F
同
ゲ
ロ
〉
宮
口
E
d
w
〉
ゲ
ロ
司
白
門
戸
同
町
白
侍
ぃ
ヤ
フ

ヤ
ー
の
言
と
し
て

(

ω

)

 

柴
田
-
ー
吋
岳
民

T
1番
披
は
便
宜
上
附
加
1
1
1

ω冨
ロ
グ
曲
目
ヨ
包

σ
-
H
〆
-
f
p
白
ナ
冨
ロ
「
丘
一
回
ダ
メ
BHU

己目

Z
Z
5
5
5

〈

J
E印
丘

ωと
同
様
〉
、

但
し
、

他
の
財
産
と
奴
隷
の
非
課
税
の
記
載
な
し
。

r
t↓
ωミ
同

σ
-
d
s
R↓
ωEhaσ
↓
印

--gHM一
(
タ
ク
リ
l
ト
征
服
以
後
〉

険〉
σ円

山
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〉

-
E
r
r
-

の
使
節
に
は
‘

c
p向ゲ・

回
一
『
君
主
と
り
ゲ
白
色
。
ロ
ユ
と
同
ゲ
ロ

U
E
弘

Bω
ロ
ロ
同
吉
田
と

H
E
恒
丘
ミ
円
と

回
目
『
が
い
た
。
タ
グ
リ
ブ
族
に
関
し
て
ウ
マ
ル
が
彼
等
に
提
示
し
た
契
約
係
件
|
イ
ス
ラ

1
ム
を
受
け
入
れ
る
者
に
は
ム
ス
リ
ム
と
同
等
の

権
利
と
義
務
を
賦
課
。
但
し
改
宗
の
強
制
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
い
る
ア
ラ
ブ
に
劃
し
て
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
射
す
る
使
節
の
返
答
「
こ
れ
で

は
彼
等
は
逃
げ
出
し
て
部
族
か
ら
離
れ
、

サ
ダ
カ
が
一
番
良
い
だ
ろ
う
。
」
ウ
マ
ル
は
ジ
ズ
ヤ
以
外
は
な
い

と
返
答
。
使
節
の
膳
答
「
タ
グ
リ
ブ
族
の
要
望
は
彼
等
の
ジ
ズ
ヤ
を
ム
ス
リ
ム
の
サ
ダ
カ
と
同
様
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
結
局
契
約
燦
件
は
、

ベ
ル
シ
ア
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。

改
宗
し
た
父
か
ら
生
ま
れ
た
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ωイ
ス
ナ

l
ド
向
上
。

(
同
年
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
征
服
の
際
に
〉
味
方
に
付
け
た
タ
グ
リ
ブ
族
に
劃
し
て

田-・
4
司即日同門凶

σ・
‘

d
ρ
E
 は
〈
ム
ス
リ
ム
軍
へ

の
参
加
の
た
め
に
は
)
イ
ス
ラ
l
ム
の
受
容
を
燦
件
と
し
て
要
求
し
た
が
、

彼
等
は
以
前
の

ω白
ぷ
ゲ
・

〉ゲ
H

巧
怠
門
出
削
咽
の
ス
ル
フ
と
そ
れ
を
締
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結
し
た
代
表
者
を
、
全
て
の
タ
グ
リ
ブ
族
が
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
件
に
閲
し
て
ワ
リ

l
ド
は
ウ
マ
ル
に
諮

問
し
た
。
ウ
マ
ル
の
返
答
「
イ
ス
ラ
l
ム
の
受
容
以
外
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ラ
ブ
の
み
で
あ
る
。
タ
グ
リ
プ
族
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に
開
し
て
は
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い
と
い
う
篠
件
で
受
け
入
れ
よ
。
」
そ
こ
で
ワ
リ

l
ド
は
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い

v
」

Lι

、
イ
ス
ラ

l
ム
を
受
容
す
る
者
を
妨
げ
な
い
こ
と
を
僚
件
と
し
て
彼
等
を
受
容
し
た
。
タ
グ
リ
ブ
族
の

一
部
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、

一
部
は
担
否
し
た。

ω同

-eEHHI↓
ω
Eど
、σ↓
メ

3
s-↓
〉

E
F
1
巳
司
白

m
r
E同
一
紳
の
使
徒
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
使
節
と
契
約
し
、
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
か
し
そ
れ
は
使
節
と
そ
れ
を
涯
遣
し
た
者
た
ち
に
一
該
賞
す
る
規
定
で
他
の
者
に
は
一
該
蛍
し
な
い
。
ウ
マ
ル
の

(
m
w
)
 

時
代
の
タ
グ
リ
ブ
族
内
の
ム
ス
リ
ム
の
言

「
税
に
よ
っ
て
非
ム
ス
リ
ム
の

タ
グ
リ
ブ
族
を
排
斥
す
れ
ば
、
彼
等
は
立
ち
去
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

し
な
い
こ
と
を
篠
件
づ
け
た
。

彼
等
の
サ
ダ
カ
を
二
倍
に
す
れ
ば
ジ
ズ
ヤ
の
代
わ
り
と
な
る
。
彼
等
は
父
親
が
イ
ス
ラ

l
ム
を
受
け
入
れ
た
場
合
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
な
い
と
い
う
燦
件
で
ジ
ズ
ヤ
を
記
録
し
た
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
る
。
」

(
こ
れ
に
関
し
て
)
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
双
方
の
タ
グ
リ
ブ
族

の
使
節
が
ウ

マ
ル

と
交
渉
。

ウ
マ
ル

は
ジ
ズ
ヤ
以
外
で
は
受
け
入
れ
な
い

し、

た
と
え
ロ

1
マ
領
域
へ
逃
走
し
て
も
皇
一
一
帝
に
交
渉
し
て
捕
ま
え
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る
と
返
答
。
そ
こ
で
使
節
は
ジ
ズ
ヤ
と
い
う
名
稽
を
使
わ
な
い
よ
う
に
要
求
す
る
が
ウ
マ
ル
は
担
否
し
た
。
こ
の
時
ア
リ

ー
が
サ
ア
ド
が
二
倍

の
サ
ダ
カ
で
彼
等
と
契
約
し
た
こ
と
を
ウ
マ
ル
に
忠
告
し、

ウ
マ
ル
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
彼
等
の
支
排
い
を
受
け
取
っ
た
。
嘗
時
タ
グ
リ
ブ

族
に
は
力
と
担
絶
力
が
あ
り
、

ワ
リ

l
ド
(
ジ
ア
シ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
の
長
官
)
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

〈

回

)

以
上
が
タ
グ
リ
ブ
族
の
税
規
定
に
闘
す
る
主
な
記
録
で
あ
る
。

②
契
約
成
立
に
至
る
経
緯

上
記
の
記
録
よ
り
、

タ
グ
リ
ブ
族
と
の
契
約
は
三
度
に
亘
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
預
言
者
と
の
契
約
、

タ
ク
リ

l
ト
征
服

に
際
し
て
ム
ス
リ
ム

軍
に
蹄
順
し
改
宗
を
表
明
し
た
者
達
の
契
約
、

さ
ら
に
二
倍
の
サ
ダ
カ
を
定
め
た
と
考
え
ら
れ
る
ウ
マ
ル
と
の
契
約
で
あ

る
。
預
言
者
と
の
契
約
は
、

一
O
/
六
三
一
年
頃
他
の
部
族
や
都
市
か
ら
の
使
節
の
到
来
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、

メ
デ
ィ
ナ
に
や
っ
て
き
た
タ
グ

集
園
以
外

は
該
首
し
な
し、

も
の
と
見し
なか
ざし
れタ
てバ
い(リ
る691 
。〉に

も
あ
る
よ
う

リ
ブ
族
の
使
節
と
の
契
約
で
あ
る
。

タ
グ
リ
ブ
族
の
ご
く
一
部
の
者
と
の
契
約
で
、
使
簡
を
汲
遣
し
た



市
引
に
タ
ク
リ
l
ト
陥
落
に
際
し
て
、
ま
た
は
陥
落
後
に
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
る
。
こ
の
契
約
に
闘
し
て
の
記
録
も
同
様
に
少
な
い
。
締
結

に
至
る
経
緯
は

Tω
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
は
ウ
マ
ル
と
契
約
が
結
ぼ
れ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
他
の
記
録
で
は
サ
ア
ド
と
の
契
約
と
な

っ
て
い
る
。

I
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

サ
ア
ド
が
波
遣
し
た
イ
ブ
ン
・
ム
ウ
タ
ッ
ム
は
、

寵
城
軍
の
ア
ラ
ブ
部
隊
に
内
通
を
呼
び
か
け
た
際

に
、
助
命
と
ム
ス
リ
ム
軍
へ
の
参
加
の
傑
件
と
し
て
改
宗
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
時
の
ア
ラ
ブ
部
隊
と
の
約
束
を
基
礎
と
し
、

タ
ク
リ
l
ト
陥

落
後
に
メ
デ
ィ
ナ
へ
涯
遣
さ
れ
た
使
節
に
劃
し
て
ウ
マ
ル
が
そ
れ
を
批
准
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

」
の
時
ウ
マ
ル
に
劃
し
て
改
宗
者
の
使
節

は
、
同
族
の
者
が
彼
ら
に
同
調
し
て
ム
ス
リ
ム
側
に
つ
く
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ま
ま
で
も
彼
ら
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
改

定
を
申
請
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
ウ
マ
ル
は
こ
れ
を
臣
否
し
、
却
っ
て
諦
順
者
の
改
宗
を
完
全
な
も
の
に
す
る
震
に
「
父
親
が
イ
ス
ラ

ー
ム
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
彼
ら
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
に
も
洗
躍
を
施
さ
な
い
」
と
附
加
燦
件
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
契
約
に
閲
し
て
は
史
料
が
豊
富
で
あ
る
が
、
成
立
理
由
と
し
て
ウ
マ
ル
へ
の
準
言
説
と
タ
グ
リ
ブ
族
の
東
ロ

l
マ
領
域
へ
の
移
住
が

前
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ズ
ル
ア
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
の
は

(
叩
〉

読
が
有
力
と
い
え
る
。
改
定
を
準
言
し
た
理
由
と
し
て
は
、

ωタ
グ
リ
ブ
族
は
強
力
で
あ
り
、
敵
側
に
つ
く
と
厄
介
で
あ
る
貼
、

ωア
ラ
ブ
と

し
て
の
誇
り
か
ら
ジ
ズ
ヤ
を
不
満
と
し
て
い
る
貼
、

ωタ
グ
リ
ブ
族
、
が
東
ロ

1
7
領
へ
移
住
し
よ
う
と
し
て
い
る
黙
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に

Tω
で
は
改
宗
者
の
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い
と
い
う
篠
件
に
不
満
が
あ
る
黙
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
移
住
に
関
し
て
は
ジ
ャ

回
国
]
町
四
門
凶
}
戸
ロ
ユ

だ
け
で
あ
り
、
停
承
の
古
さ
と
惇
承
経
路
か
ら
み
て
ウ
バ
!
ダ
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原
因
と
す
る
設
が
見
ら
れ
る
。
進
言
者
と
し
て
は

d
E
E
V・白】
EZ民
自
削
ロ
巳
・
叶
a
r
-
-
Z
と
N
ロヘ同

σ・白
--Z尺
ヨ
山
口
巳
・
吋
白
m
r
r
z
の
名

ジ
l
ラ
征
服
に
際
し
て
大
規
模
な
移
住
を
行
っ
た
の
は
イ
ヤ
l
ド
族
で
、

タ
グ
リ
プ
族
は
ム
ス
リ
ム
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
大
方
が
残
留
し
て
、

ワ
リ

l
ド
・
ブ
ン
・
ウ
ク
パ
の
軍
へ
の
協
力
と
参
加
を
求
め
た
と
確
認
で
き
る
。
そ
の
際
に
ワ
リ
l
ド
が
タ
ク
リ

l
ト
攻
撃
の
時
の
よ
う
に
改

宗
を
要
求
し
た
の
で
問
題
が
起
こ
司
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
彼
ら
の
一
部
の
移
動
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

や
は
り
契
約
改
定
の
最
大

の
理
由
は
、
税
の
支
燐
い
や
ム
ス
リ
ム
政
府
の
干
渉
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
よ
う
と
す
る
タ
グ
リ
ブ
族
と
、
新
た
な
支
配
者
と
し
て
の
権
威
を

169 

認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
ム
ス
リ
ム
側
の
駆
け
引
き
に
よ
る
と
見
な
す
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
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結
果
と
し
て
ジ
ズ
ヤ
を
駁
す
る
代
わ
り
に
課
税
額
を
ム
ス
リ
ム
の
サ
ダ
カ
の
二
倍
と
し
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
新
生
児
に
洗
瞳
を
施
さ
な
い

と
い
う
新
規
約
が
成
立
し
、

そ
れ
を
基
礎
と
し
て
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
改
宗
を
妨
げ
な
い
事
、

彼
ら
の
宗
教
(
キ
リ
ス
ト
教
)
以
外
を
信
奉
し
な

い
と
い
う
篠
項
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
交
渉
は
ワ
リ

i
ド
と
な
さ
れ
た
と
い
う
読
と
ウ
マ
ル
と
直
接
な
さ
れ
た
と
い
う
読
が
あ

る
が
、
J

円。∞丘

ω他
に
あ
る
よ
う
に
、
ウ
マ
ル
の
助
言
を
聞
い
て
ワ
リ

l
ド
が
契
約
し
、
そ
れ
を
ウ
マ
ル
が
追
認
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
際
タ
グ
リ
ブ
族
側
は
、

ム
ス
リ
ム
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
双
方
を
含
ん
だ
使
節
を
涯
遺
し
た
と
い
う
黙
が
注
目
さ
れ
る
。

明
ら
か
に
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
故
に
法
律
上
タ
グ
リ
ブ
族
の
ジ
ン
マ
は
撤
回
さ
れ
、

寅
際
は
こ
の
契
約
で
す
ら
不
満
と
し
て
受
け
入
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
新
生
児
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
な
い
と
い
う
規
定
は

イ
ス
ラ

l
ム
領
域
に
彼
ら
が
存
在
す
る
事
自
睦
非
合
法
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
二
倍
の
サ
ダ
カ
規
定
に
闘
し
て
も
、
買
数
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

③
税
徴
牧
の
方
法
と
徴
税
に
閲
す
る
問
題

史
料
に
あ
る
よ
う
に
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
サ
ダ
カ
は
特
別
の
徴
税
官
が
波
遁
さ
れ
て
徴
牧
さ
れ
た
。
こ
れ
は
非
ム
ス
リ
ム
の
ジ
ン
マ
の
民
の
中
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で
は
特
別
な
扱
い
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
を
財
産
と
す
る
ア
ラ
ブ
か
ら
は
、
征
服
地
の
住
民
の
よ
う
に
既
存
の
制
度
を
利
用
し
て

税
を
徴
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、

ム
ス
リ
ム
か
ら
の
サ
ダ
カ
徴
牧
と
は
別
の
人
物
が
振
遣
さ
れ
て
い
た
事
が
注
目
さ
れ
る
。

課
税
品
目
に
は
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
課
税
針
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
含
ま
れ
て
い
る
が
、
男
女
・
負
債
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
一
括
徴
牧

納
で
、

と
さ
れ
て
い
る
。
常
然
で
は
あ
る
が
、
個
人
で
は
な
く
集
圏
単
位
で
査
定
さ
れ
て
い
た
と
見
な
し
て
よ
い
。
家
畜
・
生
産
物
に
閲
し
て
は
現
物

(

礼

)

ま
た
ウ
シ
ュ
ル
の
徴
税
は
二
回
に
分
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
ウ
マ
ル
に
よ
っ
て
一
回
に
鑓
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
タ
グ
リ
ブ
族
か
ら
の
訴

え
に
よ
る
の
で
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
正
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ウ
マ
ル
の
命
令
の
よ
う
に
、
彼
ら
に
閲
し
て
は
特
に
巌
格
な
姿

勢
で
徴
税
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

タ
グ
リ
ブ
族
の
徴
税
に
係
わ
る
事
件
は
幾
っ
か
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
七
三
/
六
九
二
三
年
の
ビ
シ
ュ
ル
の
戦
い
の
原
因
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
タ
グ
リ
ブ
族
の
詩
人
主
s

〉
戸
内
王
国
日
が
ア
、
ブ
ド
・
ア
ル
マ
リ
ク
に
カ
イ
ス
族
の
リ
ー
ダ
ー
達
を
中
傷
す
る
よ
う
な
詩
を
献
じ
、

そ
れ
を
激



怒
し
た
巴

-rvσ
仰向ゲ・

恒ロ}内向吉岡岡田日・

ωロ
g
g叫
が
、

カ
リ
フ
の
下
に
あ
?
た
タ
グ
リ
ブ
族
と
パ
ク
ル
族
の
税
に
闘
す
る
見
積
書
を
見
て
、

書
記
を
抱
き
込
ん
で
徴
税
契
約
書
を
担
造
し
、

め
、
ア
フ
タ
ル
の
一
族
を
攻
撃
し
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
は
基
本
的
に
カ
イ
ス
と
タ
グ
リ
ブ
の
部
族
抗
争
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、

(

花

)

へ
の
徴
税
官
が
少
な
く
と
も
軍
事
力
を
行
使
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。

徴
税
の
任
に
命
じ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
。

そ
れ
を
持
っ
て
彼
は
カ
イ
ス
軍
を
集

タ
グ
リ
ブ
族

ω巴
子
同
一
・
出
回
目
白
円
一
削
ロ
目
、
が
夕
、
グ
リ
ブ
族
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
四

O
O
O名
を
率
い
て
シ
ン
ジ
ャ

l
ル
の
と

'
Zと
岳
山
、
同
一
村
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
下
に
向
か
っ
た
が
、
彼
ら
は
逃

さ
ら
に
一
七
一
/
七
八
七
年
、
ラ
シ

l
ド
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
サ
ダ
カ
徴
税
官
河
口
f
σ
・

走
し
軍
を
集
結
し
て
反
撃
し
、

ル
l
フ
と
そ
の
配
下
を
殺
害
し
た
と
い
う
。
他
設
で
は
ル

l
フ
は
そ

l
ス
ル
の
駐
屯
軍
の
指
令
官
で
あ
り
、

タ

グ
リ
ブ
族
に
封
し
て
出
撃
し
た
が
殺
害
さ
れ
、

そ
の
報
を
聞
い
た
彼
の
息
子
個
主
B
が
丘
・
司

5aロ
σ・白
-
a
N
c
g
ヨ
σ・
ω町

四

-
F
が
モ

l
ス

ル
の
住
民
軍
と
共
に
出
撃
し
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
一
圏
を
殺
し
捕
虜
を
得
た
と
い
う
。
さ
ら
に
彼
は
ニ
ザ

1
ル
族
の
領
域
で
あ
る
切
白
ロ
ロ

C
自
主

を
攻
撃
し
て
タ
グ
リ
ブ
族
を
打
破
、

そ
の
た
め
モ

l
ス
ル
に
い
た
ニ
ザ
l
ル
族
(
タ
グ
リ
プ
族
〉
は
岡
市
か
ら
離
れ
、

ラ
ビ

l
ア
族
と
ム
ダ
ル

-171ー

族
の
下
へ
行
っ
て
同
盟
し
、
モ

l
ス
ル
ヘ
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
一
九
七
/
八
二
一
l
l
三
年
に
南
軍
の
聞
で
そ

l
ス
ル
の
マ
イ
ダ

l
ン

(η
〉

の
戦
闘
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
事
件
か
ら
見
て
も
、

タ
グ
リ
ブ
族
か
ら
の
徴
税
に
は
武
力
行
使
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
賓
際
に
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
タ
グ
リ
ブ
族
と
ム
ス
リ
ム
政
府
の
聞
の
駆
け
引
き
と
緊
張
関
係
は
、
後
代
ま
で
績
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(2) 

タ
グ
リ
ブ
族
の
キ
リ
ス
ト
教
舎

①
タ
グ
リ
ブ
族
の
数
舎
と
そ
の
襲
化

171 

な
い
。
イ
ス
ラ
l
ム
以
後
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
主
数
と
し
て

イ
ス
ラ

l
ム
以
前
か
ら
タ
グ
リ
ブ
族
は
濁
自
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
同
種
を
形
成
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
教
舎
に
つ
い
て
は
絵
り
分
か
っ
て
い

(円山)

は
以
下
の
名
前
を
俸
え
て
い
る
。

P
2
n
y白
白
-
え
戸
巾

ω可
江
田
口
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組
主
教
の

u
E
2
5
時
代

Q
3
1
2
3
の
り
凶
さ
己
(
]
(
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
と
そ
l
ス
ル
地
方
の
タ
グ
リ
プ
族
の
主
数
〉

-h
C
子
ヨ
削
門
戸
(
ゾ
ヤ
ジ
l
ラ
の
タ
グ

リ
プ
族
の
主
数
)
、
総
主
数

巴

8
3
2
凹
叶
m--E岳
H
m
時
代

2
5
1
8〉
の

円。一】同門戸ロ白ロ(タ
グ
リ
プ
族
の
主
数
)
・
叶

7
0
5何
回
(
タ
グ
リ
プ
族
の
主

数〉

-HO印
巾
℃
『

(

宮

R
N
E
)
(
タ
グ
リ
プ
族
の
主
数
)
・

司
与
H

r

(

タ
グ
リ
プ
族
の
主
数〉

・
の
g
H
m一己
的
(
タ
グ
リ
プ
族
の
主
教
〉
、

総
主
数

回
OE
コ
ロ
出
口
時

代
(
∞
念
1
3
)
の
一「白円。

σ
5
(タ
グ
リ
プ
族
の
主
数
)
・

∞
出
2
7
5
(タ
グ
リ
プ
族
の
主
教
〉

-
H
O
Y
白
ロ
コ
白
ロ
(
モ
l

ス
ル
か
ら
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に

い
る
タ
グ
リ
プ

族
の
主
教
)
、
組
主
敬

円O
Y

E

Z
ロ
時
代

3
8
1∞印
g
・)
の

叶
Z

O円山
O
円C
M
(
Z
&
円副首

と
タ
グ
り
プ
族
の
主
数
)
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
主
数
は
遊
牧
民
(
宮
山

a

缶
百
)
の
主
教
や
ア
ラ
ビ
ア
の
主
数
か
ら
区
別
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
中
で
濁
自
の
主

(

万

)

数
座
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
組
主
数
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
は
八
一
八
年
か
ら
八
四
五
年
の
聞
に
四
人
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
主
教

を
絞
任
し
て
い
る
が
、

そ
の
開
八
三
四
年
に
彼
が
召
集
し
た
主
数
曾
議
に
タ
ク
リ
ブ
族
の
主
数
と
し
て

h
C予
ヨ
仰
ロ
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
の

し;5b事、_/'1)l‘
テら
オ]
ド 才
ノレ ;:l 

ス 包

以足

時 E

は
タ
グ
リ
ブ
族
の
二
つ
の
主
数
座
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
が

可
能
性
と
し
て
は
有
り
得
る
も
の
の
確
認
は
難
し

-172ー

ハ
エ
ル
は
タ
グ
リ
プ
族
の
主
数
の
名
を
あ
げ
て
い
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
濁
立
の
主
教
座
を
失
っ
て
近
郊
の
主
数

座
に
併
合
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

タ
グ
リ
プ
族
主
教
座
の
盛
衰
に
は

数
舎
内
部
の
混
凱
も
係
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ブ
ド

・
ア
ル
マ
リ
ク
の
時
代
、

総
主
数

同口町一

2
5
は
彼
以
前
の
紙
主
教
の
許
可
な
く
絞
口
問
を
受
け
た
者
の
問
題
へ
の
封
慮
に
苦
慮
し
、
そ
の
中
に
タ
グ
リ
ブ
族
の
主
教

』O
お
ち
5
の

〈
市
川

)

名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ヨ
セ
フ
ス
は
追
放
さ
れ
、
他
の
者
が
そ
の
地
位
に
就
任
し
た
と
い
う
。
ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
か
ら
ア
ッ
パ

ー
ス
朝
に
か
け
て
の
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
車
性
論
涯
教
舎
の
全
般
的
混
乱
と
衰
退
に
も
関
係
し
て
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
主
教
区
は
次
第
に
溺
立
性
を
失

っ
て
い

っ
た
と
見
な
し
て
よ
い
。

②
タ
グ
リ
ブ
族
の
殉
数
物
語

イ
ス
ラ

l
ム
創
設
か
ら
ア
ラ
ブ
の
大
征
服
時
代
に
か
け
て
、

タ
グ
リ
プ
族
の
一
部
が
イ
ス
ラ

l
ム
を
受
容
し
た
事
に
つ

い
て
は
既
に
述
べ

た
。
そ
れ
以
降
、

タ
グ
リ
ブ
族
か
ら
の
集
固
と
し
て
の
改
宗
に
閲
し
て
は
言
及
が
な
い
。
ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
ま
で
は
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
タ
グ
リ
ブ



族
の
大
方
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
?
た
と
い
わ
れ
、

(

苅

)

行
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
第
二
次
内
見
以
降
、

ジ
ヤ
ジ

1
ラ
の
タ
グ
リ
ブ
族
勢
力
が
健
在
で
あ

っ
た
聞
は
、

イ
ス
ラ

l
ム
化
は
あ
ま
り
進

ム
ス
リ
ム
ア
ラ
ブ
勢
力
の
進
出
に
よ

っ
て
彼
ら
の
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
お
け
る
優
位
が
失
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
彼
ら

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
同
瞳
に
劃
す
る
ム
ス
リ
ム
政
権
か
ら
の
匪
力
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
及
び
タ
グ
リ
ブ
族
に

係
わ
る
改
宗
強
制
の
記
録
は
ワ
リ

l
ド
一
世
時
代

Q
8
1
5
)
に
現
わ
れ
て
く
る
。
以
下
で
そ
の
一
例
を
紹
介
す
る
。

は
悪
行
や
殺
裁
の
他
に
も
キ
リ
ス

ト
教
の
ア
ラ
ブ
達
を
殉
数
さ
せ

よ
う
と
し
た
。
彼
は
宮
己
負
削
舎
と
い
う
タ
グ
リ
ブ
族
の
首
長
を
呼
び
つ
け
、

冨
ロ
ゲ
白
ヨ
ヨ
邑

σ・
富
田
円
若
山
口
(
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
総
督
詰
¥
S
N
S
¥吋
S
H
O
)

彼
に
ム
ス
リ
ム
に
な
る
か
殉
教
す
る
か
を
迫
っ
た
。
彼
が
一
譲
歩

し
な
い
と
泥
の
穴
の
中
に
拘
禁
し
、
そ
の
後
穴
か
ら
出
し
て
再
び
甘
言
で
改
宗
を
誘
っ
た
。

し
か
し
彼
は
同
意
し
な
か
司
た
の
で
、
殺
害
し
て

埋
葬
さ
せ
な
か
司
た
。
数
日
後
も
彼
の
遺
艦
は
朽
ち
果
て
る
事
も
獣
に
食
べ
ら
れ
る
事
も
な
く
、
は
き
だ
め
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ダ

(

乃

)

ー
ラ

l
の

何

5
S子
百
回

、
が
彼
の
遺
瞳
を
求
め
、
運
び
出
し
て
彼
の
墓
の
上
に
修
道
院
を
立
て
た
。

同
様
な
話
は
ワ
リ

l
ド
自
身
の
迫
害
と
し
て
も
停
え
ら
れ
て
い
る
。

七

一
一
年
、

カ
リ
フ
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
聴
罪
司
祭

ω『白
ヨ
正
一
回
に

ア

-173ー

ラ
ブ
の
首
長
が
十
字
架
の
徒
で
あ
る
こ
と
は
恥
な
の
で
信
仰
を
捨
て
る
事
を
強
制
し
た
。
彼
は
自
分
が
キ
リ
ス
ト
を
否
定
し
た
な
ら
タ
グ
リ
プ

族
の
者
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
を
否
定
し
地
獄
へ
導
か
れ
る
と
し
て
桓
絶
し
た
。
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
ワ
リ
l
ド
は
彼
の
顔
を
引
き
ず
っ
て
外
に
出

し、

自
分
の
肉
を
食
べ
さ
せ
る
と
脅
し
た
が
彼
は
屈
し
な
か
ア
た
。
そ
こ
で
カ
リ
フ
は
彼
の
腿
の
一
片
を
切
り
取
る
よ
う
に
命
じ
、
奴
隷
達
が

(

m
叩

)

そ
れ
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
彼
の
口
の
中
に
い
れ
た
。
彼
は
そ
の
ま
ま
で
生
き
績
け
、
人
々
は
彼
の
遺
瞳
に
そ
の
傷
を
見
い
だ
し
た
と
い
う
。

以
上
の
話
は
殉
数
物
語
と
し
て
脚
色
さ
れ
て
侮
え
ら
れ
て
い

る
が
、
タ
グ
リ
ブ
族
枇
舎
へ
の
ム
ス
リ
ム
政
府
か
ら
の
干
渉
と
匪
力
が
強
ま
っ

た
時
代
背
景
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
内
蹴
に
よ
る
彼
ら
の
勢
力
後
退
の
後
の
時
期
に
、
こ
れ
ら
の
話
が
生
ま
れ
て

い
る
事
は
注
目
に
値
す
る
。

173 
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ま
と
め
と
し
て

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
前
イ
ス
ラ
l
ム
時
代
か
ら
イ
ス
ラ
l
ム
以
後
の
数
世
紀
開
に
お
け
る
タ
グ
リ
ブ
族
の
歴
史
展
開
を
基
本
的

に
動
か
し
て
き
た
の
は

ア
ラ
ブ
部
族
聞
の
勢
力
抗
争
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ン
ダ
王
園
や
ラ
フ
ム
朝
さ
ら
に
サ
サ
ン
朝
時
代
に
お
い

て
、
彼
ら
の
針
抗
勢
力
は
ア
ラ
ブ
の
博
統
的
信
仰
の
保
持
者

・
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
涯

・
皐
性
論
涯
全
て
に
及
ん
で
い
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
信
仰
の

相
違
が
彼
ら
の
祉
舎
的
身
分
に
影
響
を
輿
え
る
事
は
殆
ど
無
か
?
た
と
言
え
る
。

し
か
し
部
族
開
抗
争
が
ム
ス
リ
ム

政
権
下
で
展
開
す
る
様
に

な
司
た
事
は
大
き
な
鴎
換
を
も
た
ら
し
た
。

ア
ラ
ブ
の
改
宗
が
進
行
す
る
中
で
、

お
そ
ら
く
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
に
お
け
る
優
勢
を
背
景
と
し
て
、

タ

グ
リ
ブ
族
の
大
方
は
キ
リ

ス
ト
教
に
固
執
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
よ

っ
て
ム
ス
リ
ム
領
域
に
お
け
る
彼
ら
の
法
的
・
祉
舎
的
位
置
づ
け
は
、
他

の
ア
ラ
ブ
勢
力
と
は
大
き
く
異
な
る
事
に
な

っ
た
。

ら
れ
る
。

し
か
し
新
来
の
ム
ス
リ
ム
ア
ラ
ブ
の
ジ
ヤ
ジ

1
ラ
進
出
に
よ
っ
て
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
勢
力
後
退
が
明
ら
か
に
な
っ
た
頃
か
ら
、

-174ー

ウ
マ
ル
の
契
約
に
も
係
わ
ら
ず
、

タ
グ
リ
ブ
族
が
既
存
の
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
聞
は
、
彼
ら
の
枇
舎
に
貫
質
的
嬰
化
は
無
か

っ
た
と
考
え

ム

ス

リ
ム
政
権
か
ら
の
干
渉
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
結
局
彼
ら
の
活
動
範
圏
は
モ
l
ス
ル
周
溢
に
縮
小
さ
れ
、
彼
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
同
盟
も

衰
退
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
グ
リ
ブ
族
は
少
な
く
と
も
十
一
世
紀
頃
ま
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
し

か
し
彼
ら
の
ジ
ヤ
ジ

l
ラ
祉
曾
全
瞳
に
劃
す
る
影
響
力
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
化
研
究
の
一
事
例
と
し
て
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
で

は
同
地
方
の
定
住
民
に
は
燭
れ
な
か
っ
た
が
、

タ
グ
リ
ブ
族
の
動
向
は
、

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
全
世
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
吐
舎
の
鑓
化
に
影
響
を
興
え
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ジ
ヤ
ジ

l
ラ
は
最
も
イ
ス
ラ

l
ム
化
の
遅
れ
た
地
域
の
一
っ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
ア
ラ
ブ
の
存
在

が
、
シ
ヤ
ジ
!
ラ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
位
舎
の
存
綴
の
一
因
と
な
っ

て
い
た
事
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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∞
主
l日
-
H
P
H
3
8・日
HN・

(
日
)
ラ
ピ

I
ア
族
内
の
主
導
権
争
い
は
、
ま
ず
イ
ヤ
l
ド
族
と
ナ
ミ
ル
族

が
ヤ
マ

I
マ
を
追
わ
れ
て
、
ヤ
シ

ュ
パ
グ
族
が
支
配
権
を
弊
得
、
そ
の

後
タ
グ
リ
プ
族
か
ら
シ
ヤ
イ
パ

l
ン
族
へ
と
支
配
権
が
移
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

J同〉
uH¥N印昂斗・

(
ロ
〉
附
ハ
ロ
]
ミ
σ
(当
副
よ
}
)
ゲ
-
H
U
Z〆
『
・
白
「
恒
同
門
戸
同
r
r・7
向
5
5
r
N
Z
E
1

σ
-
F凹EHHM
白ナ叶，白
my---)同
と
】
俗
的
帥
倒
的

σ・
冨
己
H
E
r
-
u
r
G
E
r・

ω
r
a巴『削
HH
で
あ
る
。

(日〉

J
p
z
u
d
E羽
田
(
互
角
〉
、

J
F
Zロ
巧
同
H
F
E門
(
タ
グ
リ
プ
族
勝

利〉、

J
F耳
ヨ

ω-a伺
Z
d
(メ
タ
ル
族
勝
利
〉
、

J
F耳
ヨ
白
-
0
5ミ
ゲ
削
丹

(
タ
グ
リ
プ
族
勝
利
)
、
ペ
ヨ
司
B
O
E
4
?ま
た
は
と
匂
怠
己
、
J

円
問
看
目

、吋白乞

E
m
wケ
ピ
ヨ
曲
目
ま
た
は

O
芯
向
日
阻
ま
た
は
に
ー
吋
同
r削

-z。
他
設

で
は
と
・
2
子
可
の
水
場
(
シ
ヤ
イ
パ

l
ン
族
勝
利
)
、
回
一

hUE口同
J
r

(
タ
グ
リ
プ
族
勝
利
〉
、
当
町
広
忠
(
タ
グ
リ
プ
族
勝
利
〉
、
ジ
ャ
ッ
サ

l
ス
殺
害
、
ム

ハ
ル
ヒ
ル
の
死
と
綴
く
。
戸
之
町
民
1
∞
P

F

品
¥
区
c
l

ω・
H
0・∞
E
l
m
-
Jへ〉
-H¥凶日吋
w
ロ向
ω"NCN
品・

(

U
比

)

戸

口

¥

品

ωι
・

(
日
以
〉
巧
・

4
f
m
F
同』宮

9
3ミ円

N

町
。
h
b
h
P
R
b
H
V
内
匂
ミ
N
R
R
-

〉
包
印
件
。
丘
曲
目

-
H
u
g
-
E
(門
戸
品
目
〉
に
よ
る
と
、
ベ
ル
シ
ア
領
域
の
ア

ラ
ブ
は
ハ

1
.ア
ー
ル
流
域
に
ま
で
進
出
し
て
東
ロ

l
マ
軍
に
撃
破
さ
れ

た
。
一
方
、
東
ロ

1
7
領
域
に
居
住
し
て
い
た
回
巳
吾
、

u
d
g
が
ヒ

l
ラ
ま
で
来
襲
し
た
。
こ
の
時
ヒ
l
ラ
王
ヌ
ウ
マ
l
ン

2
世

2
・
8
3

は
ハ

l
プ
1
ル
川
岸
で
戦
死
。
メ

E
同
「
の

E
ロ
ロ
刷
、
同
J
b
主
主
白
内
・

見
守
np

ロ
巳
E
∞
E
P
H
U
U
ω
u
H∞
H・
吋
巳
g
z
m
E目
w
。ば
V

・円帆
H
J
H叶
臼

lAr

p
向。円
O
ロu
コ口、・

2H-wHNJ可
は
ベ
ル
シ
ア
領
域
の
ア
ラ
ブ
を
タ
グ
リ
プ
族

と
解
棒
、
ロ

l
マ
領
域
の
ア
ラ
ブ
を
サ
ア
リ
パ
族
と
し
、
前
者
が
シ
ン

ジ
ャ

l
ル
か
ら
ナ

シ
l
ピ
l
ン
ま
で
居
住
区
を
庚
げ
て
い
た
と
主
張
す

る
が
、
こ
の
時
彼
ら
は
繋
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
後
者
が
ヒ

l

ラ
領
域
を
避
け
て
既
に
北
上
し
て
い
た
タ
グ
リ
ブ
族
と
解
相
伴
し
た
方
が

安
嘗
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
タ
グ
リ
プ
族
は
こ
の
時
既
に
ジ
ヤ
ジ
l

ラ
に
進
出
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
四
)
ヤ
l
p
l
ピ

I
は
、
何
ロ
]
吋
を
キ
ナ
l
ナ
・
ア
サ
ド
族
の
王
、

ω
r
q

同
ち
σ己
を
ガ
ナ
ム
・
タ
イ
イ
・
丘
一
河
口
冨
ゲ
族
の
玉
、

ω弘
同
日
間
を
タ

グ
リ
ブ
・
ナ
ミ
ル
族
の
玉
、
豆
己
〆
E
J門
出
「
円
仰
げ
を

O
m
W
3
a
〉
可
冨
ロ
族

の
王
と
し
た
と
い
う
。

J円
〉
"
と
NAF斗
・
イ
プ
ン
・
ア
シ

l
ル
は
、
ヨ
ロ
}
円

を
ア
サ
ド
・
フ
ザ
イ
マ
・
ガ
タ
フ
ァ

l
ン
族
の
玉
、

ω『ロ
E-uσ
ユ
を
バ

ク
ル
族
の
玉
、
サ
ラ
マ
を
タ
グ
リ
プ
・
ナ
ミ
ル
・
タ
ミ

l
ム
族

ω久門戸

σ
-N目
立
宮

g常
の
玉
、
宮
口
〆
弘
同
可
を
ロ
ミ
凹
メ
u
L
帥
ロ
他
の
諸
支

族
(
同
問
者
同
」
同
〉
の
王
と
し
た
と
い
う
。
阿
?
と
日
O
H
i
h
・

(

ロ

〉

日

r
E
W
H
¥印
臼
坦

iA肝
(
)
・

〈
叩
ゆ

)
E
p
w
H
¥
A
H
a
-
〉
出
"
と
ωCN・
こ
の
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
の
地
に
お
け
る
戟

い
に
は
キ
ン
ダ
族
(
国
防
ロ
回
〉
rに
と
・
宮
日
間
同
)
も
参
加
し
て
い
た
と

い
わ
れ
、
上
記
の
戦
闘
と
の
区
別
は
定
か
で
は
な
い
。

(四〉

HWU¥H∞
Hlωu
附ハ
-H¥日
ω坦
l品。
-

R

〉
B
H
σ
・
州
内
己
任
回
目
は
ヒ

l
ラ
王

殺
害
の
他
、
タ
ミ

l
ム
族
や
カ
イ
ス
族
、
ヤ
マ

1
マ
の

ハニ

l
フ
ア
族

等
と
も
戦
闘
を
交
え
た
。
こ
の
事
か
ら
も
タ
グ
リ
プ
族
の
活
動
範
囲
の

庚
さ
が
分
か
る
。
巴

N
W
H
K
S
参
照
。

(

m

出
〉
阿
内
wH¥印同町斗・

(
況
)
ホ
ス
ロ

1
1
世
(
町
出

lJ可
申
)
が
ラ
フ
ム
朝
の
後
に
サ
ワ

I
ド
に
勢

カ
を
有
し
て
い
た
イ
ヤ
l
ド
族
を
打
破
し
た
際
に
、
彼
ら
は
ジ
ヤ
ジ
l

-176ー
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ラ
の
タ
グ
リ
ブ
族
領
域
に
逃
れ
た
o

J
同〉
-
H
b
g
-

イ
ヤ
l
ド
族
は
そ

こ
で
彼
ら
の
影
響
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
タ
グ

リ
ブ
族
に
侵
害
さ
れ
、
さ
ら
に
移
動
し
て
い
る
。

(
幻
)
ア
ブ

ラ
ハ
の
ナ
ジ

ュ
ド
攻
撃
に
際
し、

そ
の
傘
下

の

N
c
rミ
同

σ・

同
国
ロ
間『
巳
・
阿
ハ
回
一宮

が
ヤ
マ
ン
の
人
々
と
共
に
タ
グ
リ
プ

・
パ
ク
ル
族

と
戟
嗣
を
交
え
て
い
る
。

H
F
H
¥
印
E

l
印・

(
お
)
シ
ヤ
イ
パ

l
ン
族
の
首
長
、
サ
ワ

l
ド
攻
撃
で
有
名
。

(

M

)

以

上

宮

ω・
2
r
附
?
と
お
∞
l
p
町
会
1
∞
参
照
。

(
お

)

他
に
一

O
/
六
三
一

|
二
年
ム

ス
リ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
な
る

十
六
人
の
タ
グ
リ
プ
族
の
使
節
が
預
言
者
の
下
に
到
来
し
、
子
供
達
を

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
洗
躍
を
受
け
さ
せ
な
い
事
を
後
件
に
、
キ
リ
ス
ト
敬

の
信
仰
を
保
持
し
た
ま
ま
で
の
ス
ル
フ
を
締
結
し
、
こ

の
時
ム

ス
リ
ム

に
は
報
償
が
輿
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
彼
ら
の
契
約
に
つ
い

て
は
後
述
。

H
E
F
J
r

吋
Q
E
Q
印
同
平
岡
忘
る
・
∞
2
2
F
ア
同
¥
丘
町
・

(

m

m

)

サ
ジ
ャ

l
フ
は
ム
サ
イ
リ
マ
と
結
婚
し
、
ヤ
マ

I
マ
の
穀
物
枚
入
の

折
中
十
と
彼
女
の
ジ
ヤ
ジ
l
ラ

へ
の
飼
還
を
篠
件
に
講
和
し
た
。
彼
女
は

そ
の
半
分
を
手
に
し
、
他
の
中
十
分
の
受
け
取
り
の
た
め
に
フ
ザ
イ
ル
と

ア
ッ
カ
と
ワ
ッ
サ
l
ブ
を
残
し
た
と
い
う
。

敗
戦
後
彼
女
は
イ
ス
ラ
l

ム
に
改
宗
し
、
ジ
ヤ
ジ

1
ラ
に
向
か
っ
て
ジ
ャ
マ

1
ア
の
年
に
ム
ア
I

ウ
ィ
ヤ
が
パ
ス
ラ
に
彼
女
を
移
す
ま
で
そ
こ
に
い
た
、
ま
た
は
ジ
ヤ
ジ

I
ラ
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
下
で
波
し
た
と
い
う
。
吋
u
H
¥
S
SI
N
H
-
H
P

N¥ω
日
仏

II
J
P
F
H
∞¥
H
品目
1
叶・

(
幻
)
ア
ラ
ブ
部
隊
は
ナ
ミ
ル
族
の
ア
ッ
カ
が
率
い
て
い
た
。
ペ
〉
w
N
¥
広
。

l
r
H
J
H
¥
N
O
B
-

日ハ
-
N
¥
S
A
T
m
-

(
叩
山
〉
捕
虜
は

メ
デ

ィ
ナ
に
迭
ら
れ
た
。
J

円〉
-
N
¥
H
g
i
H
・

(
叩
出
)
剛
山

ω
σ
p
σ
F
ι
ミ
同

ω-・
、
吋
曲
四
ゲ
ピ
ゲ
聞
は
ア
ッ
カ
と
不
和
に
な
り
、
同

地
に
離
れ
て
い
た
。

片
岡
¥
NO寸
M
lω
・聞
p

q
g

∞l
p

品。斗
・

(

m

山
)

、H
J
H
¥
NO
J可臼品
・阿ハ
-
N
¥
ω
u
u
・

(
幻
〉
、
H
J
H
¥
N
H
U〔

}1ω
・同ハ
-
N
¥
A
T
S
-

(
詑
)

カ
バ
l
ス
住
民
は
全
て
タ
グ
リ
プ
族
で
、
HJ

E
日
炉
供

C
ロロ
白
『
白
ナ

叶，

az--uH
が
率
い
て
い
た
。

(お
)
H
J
H
¥
N
N
S
l∞
・
戸
ど
な
m
l
叶
・
さ
ら
に
ム
ス
リ
ム
軍
は
一
四
/
六

三
五
年
に
司
ミ

Z
g
に
お
い
て
も
タ
グ
リ
ブ
族
と
ナ
ミ

ル
族
を
襲
撃

し
て
い
る
。
吋
-
H
¥
N
N
品品目・

同ハ
-
N
¥
品目山∞・

(

M

)

一
五
/
六
三
六
年
の
タ
パ
リ
!
の
記
録
で
は
キ
ン
ナ
ス
リ
l
ン
の
開

城
の
後
、
ム
ス
リ
ム
軍
が
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
と
シ
リ
ア
爾
方
か
ら
東
ロ

l
マ

領
侵
攻
を
企
蓋
し
た
時
、
同
-
・
4
〈白
E

r

・
己

A
E
は
タ
グ
リ
プ
族
と
ジ

ヤ
ジ
l
ラ
の
ア
ラ
ブ
部
族
を
率
い
て
後
方
防
衛
の
た
め
に
、
ジ
ャ
ジ
l

ラ
に
残
っ
て
各
地
を
踏
破
し
て
い
た
と
い
う
。
ラ
ッ
カ
や
ハ
ッ
ラ
l
ン

や
ナ
シ

l
ピ
ン
の
住
民
や
貴
族
遣
は
侵
入
軍
が
鋳
還
す
る
ま
で
そ
の
目

的
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
タ
ク
リ
l
ト
の
陥
落
の

後
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
各
都
市
の
制
覇
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
出
来
事
と
思
わ
れ

る
。
、
H
J
H
¥
N
U
玄
キ
ン
ナ
ス
リ
l
ン
陥
落
か
ら
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
征
服
が

始
ま
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
d
〈・開
・
阿川白
m
m
r
凶

-YHS
H
2
2

Q
宮
崎
芯
阿
川
お
可
・
守

L
P
N
Q
S民
円
。
。
宮
川

Rah-
の
曲
目
『
門
広
間
P
E
U
N
・
エ
ア

∞
。
を
参
照
。

(
お
)
こ
の
時
の
ア
ラ
ブ
部
隊
の
指
導
者
は
、

F
，

σ・】
5

E

S

族
の

己同
g

r

・と・
4
〈釦
h
y
o
r
固
と

'ozp
〉
百
毛
色
帥
〆

σ・
同
日
F
Y
H
r
ロ

uzmwナ
ωロロ
ω
同ロ
P
H
『
ロ
田
-
a
M

凶£
3
弓
巳
'
H
Z
ι
r
∞
H
m
r吋

σ・
〉
『
同
恒
吉
〈
円

で
あ
っ
た
と
い
う
。
吋
-
H
¥
N
仏三
l
斗叶
w

戸

N
¥
印Nω
・

一 177-
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(日初〉

H
J
H
¥
凶品∞
N
-
M
AHmwu
l
m
W
0
・
穴
-

N
¥
印N
J
?

ア
サ
ド

・
ガ
タ
フ
ァ

l
ン
・

ム
ハ
l
リ
プ

・
ナ
ミ
ル
・
ド
ゥ
パ
イ
ア
・
タ
グ
リ
プ
族
が
F
I
フ
ァ
七

分
隊
の
五
番
目
を
構
成
し
た
。
J

戸

H
¥
E
8・
ク

l
フ
ア
の
タ
グ
リ
プ

族
の
中
か
ら
は
、
ア
リ
l
振
の

adz-〉
一E
r
r-
N
-Zι
殺
害
に
も

関
興
し
た

ω
E
ュr
r
-
r
L
可
苧

J

『
晶

r
t
z
ゃ
、
マ
ン
ス

1
ル
の
側

近
で
シ
ン
ド
総
督
に
ま
で
な
っ
た
国
広
冨
ヨ
グ
メ
ヨ
『
主
目、U
m
r
z
g

等
の
有
名
人
が
出
て
い
る
。
ウ
マ
イ
ヤ
朝
後
期
に
東
方
遊
境
で
活
動
し

た
タ
グ
リ
ブ
族
も
そ
の
子
孫
に
嘗
た
る
。
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
期
に
モ

l
ス

ル
総
督
に
任
命
さ
れ
た

d
g
R
r・白
]・目白
m
一戸間
『
家
等
の
有
力
者
も

彼
ら
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
(
後
述
)
。

(
幻
)
イ
ヤ
l
ド
族
は
〉
σロ
メ
岳
v

二
u-
N
q包
に
率
い
ら
れ
た
四

0
0
0

名
以
外
の
者
が
移
住
。
ウ
マ
ル
は
東
ロ
l
マ
皇
帝
に
書
簡
を
出
し
、
移

住
し
た
ア
ラ
ブ
を
館
還
さ
せ
な
け
れ
ば
ム
ス
リ
ム
支
配
下
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
と
の
契
約
を
破
棄
し
追
放
す
る
と
通
告
し
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
ア

ラ
ブ
を
追
放
し
た
が
、
彼
ら
は
蹄
還
せ
ず
シ
リ
ア
と
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
接

す
る
東
ロ
l
マ
領
域
で
散
開
し
た
と
い
う
。
、
H
J
H
¥
N
印
ミ
l
H
H

(
お
〉
ク

l
フ
ア
の
タ
グ
リ
ブ
族
が
ム
ア

l
ウ
ィ
ヤ
と
の
戟
い
で
ア
リ

I
側

に
つ
い
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
ッ
フ
ィ
l
ン
を
目
指
し

て
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
向
か
う
ア
リ
1

箪
に
タ
グ
リ
ブ
・
ナ
ミ
ル
族
の
者
が

加
わ
っ
た
と
い
う
。
H
J
H
¥
ω

ロ
チ

J
同〉
-
N
¥
N
H
∞
-

(
ぬ
〉
カ
ル
ブ
族
及
び
カ
イ
ス
族
と
タ
グ
リ
プ
族
の
諸
戟
闘
に
関
し
て
は
、

∞
・
日
¥
ω
H
ω
l
ω
ω
H

及
び

H
・
N
C
D
8
1
∞
"
ロ
¥
印
斗
包
に
詳
し
い
。

〈川切
)
F
E
-
己
¥
由
N
・
タ
グ
リ
ブ
族
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
l
ン
の
同
族
の
移

住
者
に
支
援
を
求
め
、
と
・

ωF民
主
予

σ・7
向ロ

Z
三
(
玄
c
一回
一)
に
率
い

ら
れ
た
二

O
-O
O名
が
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
に
到
来
、
ウ
マ
イ
ル
と
の
戦
闘
に

参
加
し
た
。

〈H
U

〉
ウ
マ
イ
ル
は
ム

ス
ア
プ
に
シ
リ
ア
錆
還
許
可
を
求
め
た
よ
う
だ
が
、

後
者
は
既
に
シ
リ
ア
諸
都
市
に
は
ク
ダ
l
ア
族
を
入
れ
た
の
で
(
彼
を

任
命
す
る
徐
地
が
な
く
)
、
大
方
が
キ
リ
ス
ト
数
徒
の
ラ
ビ
l
ア
族
の

ハ
イ
イ
(
タ
グ
リ
ブ
族
)
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
知
ら
せ
た
。
そ
こ
で

ウ
マ
イ
ル
は
タ
グ
リ
ブ
族
の
ワ
l
リ
ー

へ
の
任
命
を
求
め
た
と
い
う
。

】
『
日

?

N

O

¥
H
N
m
l
l叶・

(

位

〉

M
E
p
w
M
O¥
H
N
J戸

(
円
相
)
ズ
フ
ア
ル
は
息
子

Z
E
r
a
-の
進
言
で
タ
グ
リ
ブ
族
と
の
戟
い
に

出
裂
し
た
。
タ
グ
リ
プ
族
は
モ

l
ス
ル
の
近
郊
に
集
結
し
て
い
た
が
チ

グ
リ
ス
川
方
面
に
撤
退
し
、
ズ
フ
ア
ル
は
タ
ハ
イ
ル
で
彼
ら
に
追
い
つ

き
戦
闘
と
な
っ
た
。
戟
い
に
は
ウ
カ
イ
ル
族
(
カ
イ
ス
系
)
も
参
加
し

て
い
る
。
タ
グ
リ
ブ
族
の
内
で
川
を
渡
り
得
た
者
以
外
は
殺
さ
れ
る
か

捕
虜
と
な
り
、
ズ
フ
ア

ル
は
女
達
の
腹
を
裂
き
、
溺
死
者
も
多
数
で
あ

っ
た
と
い
う
。
敗
走
兵
は
リ
パ
l
に
到
達
し
た
が
、
ズ
フ
ァ
ル
は
フ
ザ

イ
ル
を
波
遺
し
て
彼
ら
を
打
破
し
た
。
こ
の
戦
い
で
タ
グ
リ
ブ
族
の
詩

人

と
'
O
E
B
B
M
が
ズ
フ
ア
ル
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
。
∞
・日
¥
ω
N
m
l
∞-

H
W
H
H
¥
g
-

(
川
相
〉
切
、
印
¥
ω
N
斗
ω
H

・
H-

戸
¥
日
U
1
2
・
戟
い
の
原
因
に
つ
い
て
は
後
述
。

ル
ハ

l
プ
近
郊
の
山
の
名
か
ら
忌
岳
冨
印
7
5
の
戦
い
と
も
言
わ
れ

る
。
ジ
ヤ
ツ
ハ
l
フ
は
ト
レ
ピ
ゾ
ン
ド
、
同
ハ
白
B
r
y
及
び

O
田
町
AmLhH

に
滞
在
し
、
カ
イ
ス
族
の
仲
介
で
ア
マ
ン
を
得
た
。
カ
リ
フ
は
南
部
族

関
の
和
卒
仲
介
の
責
任
を
息
子
の
ワ
リ
l
ド
に
委
ね
た
と
い
う
。
ジ
ャ

ヴハ

l
フ
は
血
の
復
讐
金
を
課
さ
れ
た
の
で
ハ
ッ
ジ
ャ

l
ジ
ュ
に
援
助

を
求
め
、
一

O
蔦
デ
ィ
ル
ハ
ム
を
借
り
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
後
ジ
ャ
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ツ
ハ
l
フ
は
禁
欲
生
活
に
入
っ
た
と
い
う
。

(
必
)
第
二
次
内
航
以
後
の
同
部
族
に
闘
し
て
は
、
宮
ロ
グ
ω
ヨ
ヨ
邑
『

呂
田
同
若
宮
及
び
ワ
リ
l
ド

1
世
に
よ
る
改
宗
強
制
の
記
録
(
後
述
)
、

東
方
園
境
領
域
に
お
け
る
征
服
戟
へ
の
参
加
や
ア
ラ
ブ
抗
争
へ
の
関
輿

の
記
録
等
が
あ
る
。

H
N
¥
己
∞
U
1
8
・
N
¥
広
告
仏
参
照
。

(
M
叩
〉
例
を
あ
げ
る
と
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
時
代
だ
け
で
も
六
九
二
年
の
戸
籍
調

査
、
宮
各
曲
目
自
主

σ・
宮
賞
者
同
ロ
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
墜
迫
政
策

と
流
民
調
査
、
宮

g
g
g但
ゲ
・
メ

E
。
一
・
玄
白
一
子
の
戸
籍
調
査
、
ワ
リ

ー
ド
1
世
時
代
の
非
ム
ス
リ
ム
座
迫
、
ウ
マ
ル

2
世
の
宗
数
政
策
と
数

曾
特
権
の
慶
止
等
が
績
く
。
さ
ら
に
同
地
方
へ
の
統
制
強
化
は
ア
で
ハ

l
ス
朝
時
代
に
も
受
け
縫
が
れ
て
い
く
。

(
U
〉
こ
の
他
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
政
府
内
の
ム
ス
リ
ム
タ
グ
リ
ブ
族
の
個
人
的

記
録
も
あ
る
(
注
(
お
)
〉
。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
史
料
に
は
自
然
災

害
の
際
の
彼
ら
の
移
動
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
七
七
二
|
一
一
一
年
の
モ
l

ス
ル
地
方
の
皐
魁
と
飢
鐙
に
際
し
て
、
タ
グ
リ
プ
族
と
ア
ラ
ブ
遊
牧
民

が
家
畜
と
家
族
・
荷
物
を
全
て
持
っ
て
北
へ
移
動
、
定
住
地
域
に
侵
入

し
た
た
め
に
牧
草
地
が
荒
慶
し
、
績
く
冬
季
に
家
畜
が
死
滅
、
耕
作
地

も
都
市
部
も
荒
慶
し
た
。
そ
の
た
め
モ
l
ス
ル
住
民
も
北
へ
移
動
し
た

と
い
う
。
翌
年
、
皐
魅
に
よ
っ
て
同
様
な
移
動
が
起
こ
り
、
タ
グ
リ
ブ

族
等
は
北
部
だ
け
で
な
く
南
部
へ
も
侵
入
し
破
壊
し
た
と
い
う
。
同
νω-

N
¥
ω
H
P
N
¥
ω
ω
ω

自
然
災
害
に
よ
る
同
様
の
侵
害
は
四

O
一
/
一

O
一

O
年
も
夜
生
。
里
山
-
H
¥
H
∞印・日
¥
N
S

(
川
町
〉
前
述
の
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
l
ン
か
ら
の
タ
グ
リ
プ
族
は
ハ
ワ
l
リ
ジ

ユ
涯
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

剛内国
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ミ
ご
と
-
b
R
E
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町三
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・

〉
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H
R
N
h
a
~
s
h
w
w
N
S
ぬ
バ
守
白
色
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b
A同
情
言
"
出
3ι
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g

g
門「

国・

5
ω
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H
¥
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H
N
-

田
-BUY
与
与
F

M

】お

1
b
F
b
h
'
h
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E
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モ
ミ
ミ
b
H
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h
Q
h
b
b
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刷、
g
b

と
-
b
R
N
陶器

(』ご
l
』句。
)・
F

E

F

H
申
g
w
NC
・

但
し
イ
プ

ン

・ハ

ッ
リ
カ

l
ン
で
は
ワ
リ

l
ド
は

シ
ヤ
イ

バ
l
ン
族
出
身
と
す
る
。
彼
の
出
自
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
。

(

印

〉

〉
N
w
ω

印
(
〕

H
・

(
日
)
〉
N
-
ω
N白
・
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
革
命
期
の
一
一
一
一
一
一
/
七
四
九
|
五

O
年

に
モ
l
ス
ル
統
治
者
の
一
人
と
し
て
出
2
E
S
σ
・〉
f
g
邑
と
・
吋
お
7
・

Z
Z
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
叶
J

q
hH
N

‘c
g
R
σ
・ぇ
'
M
G
£
3
r
家
は

イ
ス
ラ
l
ム
時
代
の
タ
グ
リ
プ
族
の
有
力
三
家
の
一
つ
で
あ
る
。
詳
し

く
は

H

戸

N

b

N
∞
参
照
。
一
九
八
/
八
一
三
1

四
年
に
は
ア
フ
マ
ド

が
ナ
シ

l
ピ
l
ン
を
征
服
し
て
ワ

l
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

J

ヘ〉
.
N
¥

印九件。・

(
臼
)
聞
ハ
・

J可
¥
同
∞
∞
・
ロ
ハ
-
N
¥
M
M
∞-

(
臼
)
阿
ハ
w
J『

¥
N
S
l斗
H
-
H
聞ハ・

ω
¥
ω
H
0
・
AH¥NN
∞
l
p
〉
N-
∞
∞
・
ま
た
、
二
六
七

/
八
八
一
年

r
f
E
ゲ
穴
ロ
邑
岳
』
に
制
到
し
て
上
記
の
彼
と

d帥
σ・

と・
ω
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u
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m
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び
司
自
民
凶
削
ロ
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伺
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ヤ
ジ
l
ラ
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を
巡
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載
っ
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ピ
l
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パ
ク
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タ
グ
リ
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・
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マ
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。
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パ
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翻
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ウ
タ
デ
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っ
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殺
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れ
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い
る
。
彼
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R
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(
日
刊
)
特
異
な
例
と
し
て
二
七
九
/
八
六
二

l
三
年
の
モ
l
ス
ル
住
民
と
同

市
の
総
督

目
白
円U
ロ
『

ω回
目
仰
の
抗
争
に
際
し
て
は
住
民
が
ハ
ワ
l
リ

ジ
ュ
波
と
タ
グ
リ
ブ
族
に
支
援
を
求
め
て
い
る
。

同附ハ
-
AF¥NN由

(
閉
山
〉
ハ
ム
ダ
l
ン
朝
の
出
自
に
闘
し
て
は
、
タ
グ
リ
プ
族
設
、
タ
グ
リ
ブ

族
の
マ
ウ
ラ
l
説
、
ク
ル
ド
人
読
等
様
々
な
記
録
が
あ
る
。
阿
国
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N
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whp¥NN∞
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(
日
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イ
ヤ
l
ド
族
に
関
し
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
ナ
ミ
ル
族
は
ジ
ヤ
ジ
l

ラ
北
部
に
勢
力
を
移
動
し
て
い
っ
た
。

(臼

)
J
E回口
F
H
N
C
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(印〉

Jprub-
∞
H
AH-
ま
た
原
本
番
放
同
制
伺
伺
で
は
タ
グ
リ
プ
族
の
土

地
と
一商
品
に
閲
す
る
ム
ス
リ
ム
と
の
取
引
及
び
所
有
権
の
移
行
、
改
宗

時
の
ウ
シ
ュ
ル
の
慶
化
に
つ
い
て
の
規
定
、
川
聞
は
交
易
税
に
関
す
る

細
目
。

J
p
f
z
-
E・
8
・
NU・
8
1由・

(
日
)
以
下
イ
ス
ナ
l
ド
の
異
な
る
同
内
容
の
記
述
が
綴
く
。
附

N
q邑
r
・

司
E

4
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↓
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z
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r
v
p
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↓

F
S
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l
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羊
司
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7
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-
Z
E
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↓
ω
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E
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F
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L↓
J円
白
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削
↓
半
伺
g

E↓
ゲ
ヨ
叫
J-。
附
は

J
F
Z帥
帥

帥
と
同
じ
内
容
。

ハ
位
)
仰
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ウ
マ
ル
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手
紙
に
つ
い
て

N
ぞ
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『
・
恒
ロ
合
三
↓

γヨペ
σ

ω
E
E
E
↓
〉
吉
岡
印
7
2
ω
一'
ω
Z可
冨
口
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↓
〉
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F

r
↓
J
p
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曲
一・伺
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E↓
ゲ
ヨ
円
ユ

の
俸
承
で
停
え
て
い
る
。

(
臼
〉
明
，
w
H
∞H1ω
・

〈
臼
〉
同
作
家
の

(
6
〉
参
照
。
前
者
は
ズ
ゥ
・
カ
ー
ル
戦
に
参
加
し
た
タ
グ

リ
ブ
族
。
後
者
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
同
J
H¥
5
8・
H
o
s・

(
白
)
ジ
ヤ
ジ
l
ラ
・
キ
リ
キ
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キ
プ
F

ス
征
服
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従
事
し
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ア
ン
サ
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。
四
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五
年
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(
同
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原
文
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ハ
ラ
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ュ
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ジ
ズ
ヤ
と
い
う
設
も
あ
る
が
税

一
般
と
見

な
す
の
が
安
省
と
思
わ
れ
る
。

(
槌
)
こ
の
他
。
邑
曲
目
P
H
a
I
5
0
も
参
照
。

(
的
)
注
(
お
)
参
照
。

(
町
山
〉
タ
グ
リ
ブ
族
に
関
し
て
は
り
帥
5
M
L
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H
L
Z
白ナ、吋曲
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の

信
頼
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

B
(
l
)
の
イ
ス
ナ
l
ド

最
初
の
曲
目
・
ω
m
E
f
と・
ω
E
U『
冨
己
に
疑
問
あ
り
。

O
E削
HHM白
に
も

F
(
1
)
と
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
F
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。

(
礼
)
他
の
記
述
を
併
せ
て
も
、
こ
の
際
の
ウ
シ
ュ
ル
が
交
易
税
・
財
産

税
・
土
地
税
の
何
れ
を
一
意
味
し
て
い
る
の
か
暖
味
で
あ
る
。

(

η

)

回・印
¥ωN∞
ωω
r
F
H
H
¥印由・

(
河
〉
〉
N
-
N由∞
l由
・
穴
・
罰
¥HHω
・

(
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〉
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末
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前
イ
ス
ラ
l
ム
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は
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ト
リ

ウ
ス
波
の
カ
ト
リ
コ

ス
。
足
問
。
ュ
5
Q
8
1
3
年
時
代
に
ア
l
ナ
に

遊
牧
民
の
タ
グ
リ
ブ
族
の
皐
性
論
娠
の
主
教
座
が
あ
っ
た
事
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
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F
l
フ
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方
面
に
移
住
し
た
ナ
ジ
ュ
ラ
l
ン
住
民
と
考

え
ら
れ
る
〉
の
主
数
は
濁
立
し
て
い
る
場
合
と
宮
丸
缶
百
の
主
敬
座

と
合
同
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
後
で

F
E正
副
ユ
と
の
合
同
に

復
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
例
は

一
時
的
な
合
同
で
あ
ろ
う
。
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by the power of Aceh, which at that time placed major Sumatran ports,

except that of south Sumatra, under its firm control.　However, Aceh

itself was dependent on the hinterlands from which commercial products

and foodstuffs were supplied to coastal entrepots. Some of the itinerant

merchants involved in this supply network chose to settle in inner agri-

cultural regions｡

　　　

In order t０legitimate their immigration to these inner regions, these

people attempted to construct an ethnic identity by claiming that both they

themselves and the local indigenous peoples were descended from ａ common

ancestor who had originally lived in Sumatra, and whose descendants had

subsequently spread throughout Sumatra. The Gayo, Batak and Minang-

kabau ethnic identities were reformed around their respective sacred places

where, according to legend, their ancestors had lived｡

　　　

Although these Sumatran peoples are often described as Proto-Malays

or Deutero-Malays who emigrated to Sumatra very early（ｃａ.2000 B. C),

it

　

is

　

highly

　

probable

　

that

　

the

　

ethnic

　

identities

　

of

　

Gayo, Batak　and

Minangkabau were reshaped in the siχteenth and seventeenth centuries.

Previous studies of immigrants in Southeast Asia have tended to focus

mainly on their role in the introduction of foreign　culture to ａ native

Sumatran world.　It is necessary in addition, however, to　ｅχamine the

other important role of these immigrants in the creation of the“indigenous”

world.

CHRISTIAN ARABS IN THE EARLY ISLAMIC PERIOD：

　　　　　　

THE CASE OF THE BANtJ TAGHLIB

Ota Keiko

　　

My intent in this articleis to study the history of non-Muslims living

under Muslim rule, and in particular to analyze that which can be

extrapolated from the history of the Banu Taghlib.　The Banu Taghlib

were one of the most influentialtribesof the Rabl'a coalition. Originally,

they controlled an area　in　the　northeast　of　the　Arabian　Peninsula。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－



especially in　Yamama.　After丘erce battles with the　Bakrites (Banu

Shayban), they emigrated toward Iraq, extending into territory as far as the

Euphrates. They then established themselves in Jazira, held predominance

over the tribes in this region, and accepted Monophysite Christianity.

The Banu　Taghlib were well-known to have remained　Christian for

several centuries after the Muslim conquest of Jazira, and they were

considered to be representative of Christian Arabs living under Muslim

rule｡

　　

The first part of this article reconstructs the history of the Taghlibites

from the Pｒｅ-Islamicperiod to the heyday of the Abbasid dynasty. In this

section ｌ prove that the situation and sphere　of the　Taghlibites under

Muslim regimes were in essence decided by relations among the Arabs

and in the course of tribal ｃｏｎ日icts.　The Taghiibites were by degrees

obliged to limit their sphere　of　control to include only Diyar Rabi‘ａ，

especially near Mawsil, however, this limitation is to be seen in continuity

with pre-Islamic tribal ｃｏｎ丑icts　waged　to secure better pasturage and

residence. The difference lay only in the fact that the enemy comprised

Muslim Arabs who had inherited privilege and legitimacy in the Islamic

government｡

　　

The second part of this article ｅχamines the substantial situation of

the Taghlibites under Muslim rule, in which they were known to be

imposed ａ doubled sadaqa.　In this section, I utilize historical details

gleaned from Taghlibite's contracts with the Muslim government the

conditions of their church, and the record of　religious oppression they

suffered, in order to analyze the actual conditions of non-Muslim commu-

nities and their Islamization in Islamic history.

－６－


